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今月のクリップ

第
６
次
弟
子
屈
町

　総
合
計
画
を
策
定

(

２
〜
３
ペ
ー
ジ
）
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町
民
皆
さ
ん
の
視
点
を
活
か
し

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
力
を
ア
ッ
プ
！

協力隊通信
   井出 千種さん地域おこし協力隊

facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshi/

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
井
出
千
種

で
す
。観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
支
援
員
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
５
月
の
着
任
以
来
、
ア
ウ
ト

ド
ア
ガ
イ
ド
、
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
ナ
ー
、

宿
泊
施
設
の
方
々
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
人
と
お
話
し
て
、
弟
子
屈
町
の
ア

レ
コ
レ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
カ
ヌ
ー
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
、
ア
カ

エ
ゾ
マ
ツ
、
硫
黄
山
、
な
ど
な
ど
。私

の
中
で
、
日
々
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

さ
れ
る
弟
子
屈
町
の
魅
力
を
、
摩
周

湖
観
光
協
会
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
発

信
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
の
が
、

川
湯
温
泉
。観
光
協
会
の
仕
事
で
「
新

し
い
湯
治
の
ス
ス
メ
　
川
湯
温
泉
ブ

ラ
ン
ド
化
事
業
」
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
が
、
関
連
す
る
方
々
を
取
材
す
る

た
び
に
、
印
象
的
な
コ
メ
ン
ト
に
感

銘
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
最
初
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
の
は
、阿

寒
摩
周
国
立
公
園
川
湯
地
域
運
営
協

会
・
宮
﨑
健
一
さ
ん
が
教
え
て
く
れ

た
、「
温
泉
川
を
、（
ゴ
ミ
を
）捨
て
る
川

か
ら
眺
め
る
川
へ
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
。続
い
て
は
、
川
湯
温
泉
手

ぬ
ぐ
い
M
A
P
と
K
A
W
A
Y
Uｰ

S
T
A
M
P
S
を
作
成
し
て
く
れ
た
、

片
瀬
自
然
ガ
イ
ド
事
務
所
・
片
瀬
志
誠

さ
ん
の
「
温
泉
街
の
中
だ
け
で
な
く
、

少
し
外
に
も
目
を
向
け
て
、周
り
の
自

然
の
豊
か
さ
に
も
気
づ
い
て
も
ら
い

た
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
。こ
れ
ら

の
コ
メ
ン
ト
は
、そ
の
後
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
で
大
い
に
活
用
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
て

し
か
が
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
・
土
屋
重
敏

さ
ん
が
硫
黄
山
の
麓
を
散
策
し
な
が

ら
語
っ
て
く
れ
た
、屈
斜
路
カ
ル
デ
ラ

の
魅
力
。「
こ
の
中
に
い
る
と
、地
球
は

生
き
て
い
て
、少
し
ず
つ
動
き
な
が
ら

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
ん
で

す
」と
い
う
コ
メ
ン
ト
。こ
れ
ぞ
、国
立

公
園
！
こ
の
エ
リ
ア
の
素
晴
ら
し
さ

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
弟
子
屈
町
に
暮
ら
し
、
こ
の
地
を

大
切
に
思
う
人
々
の
話
か
ら
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
ヒ
ン
ト
が
次
々
と
湧

い
て
き
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
温

泉
総
選
挙
２
０
２
１
は
、
皆
さ
ん
の

応
援
投
票
の
お
か
げ
で
、
絶
景
部
門

全
国
第
５
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。現
在

は
北
海
道
遺
産
第
４
回
選
定
に
向
け

て
、「
硫
黄
山
か
ら
続
く
川
湯
温
泉
」

を
申
請
中
で
す
。

　
他
に
も
、屈
斜
路
湖
、摩
周
湖
、町
内

に
広
が
る
数
々
の
森
…
弟
子
屈
町
の
魅

力
は
無
限
大
。引
き
続
き
た
く
さ
ん
の

人
と
お
話
し
な
が
ら
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
ア
イ
デ

ア
を
探
っ
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の

で
、ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

第 80 号
地域おこし協力隊
Instagram（インスタグラム）
#teshikagram

※ お誕生、お悔やみは、２/1～２/28に弟子屈町に届け出をされた方のうち、掲載を希望された方
のみ掲載しています。弟子屈町以外に届け出をされた方で掲載を希望される方は、役場環境生
活課町民係までご連絡ください。

日々の活動
発信中！

販売された川湯温泉手ぬぐいMAP

　
　
　
　
　【

２
月
末
現
在
】

●
人
口
計

　
６
、８
３
３
人
（
　
　
　

２
）

　
　
　
男

　
３
、２
９
２
人
（
　
　
　

６
）

　
　
　
女

　
３
、５
４
１
人
（

４
）

●
世
帯
数

　
３
、８
０
５
世
帯（
　
　
　

１
）

中
本

琉る

い葵
ち
ゃ
ん
男（
聖
也
）朝
日
１

石
田

真ま

な菜
ち
ゃ
ん
女（
克
敏
）美
里
２

宝
田
一い

ち

か
知
花
ち
ゃ
ん
女（
大
輔
）湯
の
島
１

岩
本

凪な
ぎ
さ桜

ち
ゃ
ん
女（
遼
平
）鈴
蘭
４

伊
藤

　

檀だ
ん

ち
ゃ
ん
男（
雄
大
）川
湯
温
泉
６

平
岡

　
孜し

ゅ
う悠

ち
ゃ
ん
男（
琢
磨
）字
跡
佐
登
原
野

浦
地
ア
ヤ
子
さ
ん（
105
歳
）美
里
１

河
江

　
靜
子
さ
ん（
74
歳
）泉
２

山
名
田
シ
ズ
ヱ
さ
ん（
93
歳
）字
鐺
別
原
野

▼
昨
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
材
へ
行
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。取
材
な
ど
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し

ま
す
。今
年
度
も
広
報
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

気
を
引
き
締
め
て
頑
張
り
ま
す
。よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
大
井
）

▼
私
事
で
す
が
、
人
事
異
動
に
よ
り
３

月
で
広
報
担
当
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。広
報
て
し
か
が
の
編
集
を

す
る
よ
う
に
な
り
５
年
、
入
学
式
な
ど

の
取
材
の
お
手
伝
い
を
含
め
る
と
８
年

間
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。取

材
の
際
は
、
い
つ
も
快
く
ご
協
力
い
た

だ
き
、
長
い
間
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。担
当
は
変
わ
り
ま

す
が
、
引
き
続
き「
広
報
て
し
か
が
」を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
（
鶴
田
）

　
　
　
　
　

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

編
集
後
記

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

❑
浦
地
　
緑
　
様（
美
里
１
）

　
▼
現
金
　
10
万
円

盈
亡
義
母
（
ア
ヤ
子
）
が
生
前
町
に
お
世

話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
、福
祉
に
活

用
し
て
ほ
し
い
。

❑
札
木
　
正
治
　
様（
中
央
１
）

　
▼
現
金
　
10
万
円

盈
亡
母
（
静
子
）
が
倖
和
園
に
お
世
話
に

な
っ
た
お
礼
と
し
て
、倖
和
園
で
活
用

し
て
ほ
し
い
。

❑
シ
バ
レ
ル
ラ
リ
ー
２
０
２
２
　
様

　
▼
現
金
　
２
万
円

盈
シ
バ
レ
ル
ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
開
催
の

お
礼
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
活
用
し
て
ほ
し

い
。

❑
ふ
る
さ
と
納
税
　
３
千
５
９
２
件

　
▼
現
金
合
計
　
　

 
 
６
千
３
３
７
万
９
千
円

　３月 15 日に行われた「弟
子屈中学校卒業式」での１コ
マ。保護者の拍手で見送られ
ました。　（関連記事 22 ページ）

今月の表紙



3 広報てしかが 2022.4

基本構想

将来像を実現するための６つの基本目標
基本目標１

基本目標 2

基本目標 3

基本目標 4

基本目標 5

基本目標 6

まち

まち

まち

まち

まち

まち

まちまちまちまちまちまちまちまち

人と自然が共生する  夢づくり

まちまちまちまちまちまちまち

活力・活気・雇用を生み出す  夢づくり

まちまちまちまちまちまちまちまち

誰もが安心して暮らせる  夢づくり

まちまちまちまちまちまち

豊かな心を育て、文化を大切にする  夢づくり

まちまちまちまちまちまちまちまち

行動する人を育てる  夢づくり

まちまちまちまちまちまち

誰でも参加することができる  夢づくり

豊かな自然環境は、町にとって二つとない財産であり、これらの恵まれた環境を次代に残し、
美しい自然環境の中で心豊かに生活を営み続けられる自然と共生できるまちを目指します。

基幹産業の観光と農業を中心に更なる基盤整備を進め、その他の産業についても、多くの労
働者を引き付ける取組みを進め活力あるまちを目指します。

住民一人ひとりが自分の健康に関心を持って生活し、安定した社会保険制度や地域医療を利
用しながら、生涯を通じて心身ともに健やかに暮らすことのできるまちを目指します。

全ての子どもたちの可能性を引き出す個別最適な学びと協働的な学びを複合的に進め、誰も
が生涯にわたり豊かで充実した人生を送ることができるまちを目指します。

地域の課題を解決する仕組みや、人材の育成、地域交流によって生まれる豊富な人材により、
誰もが活躍できるまちを目指します。

行政の効率化と財政基盤の強化をすすめ、身近な行政運営を推進するため、人に優しいデジ
タル化を推進し、住民とともに持続可能なまちを目指します。

「てしかが町知って得する便利帳」を活用ください
　「令和４年度版てしかが町知って得する便利帳」を発行しました。広報てしかが４月号と

併せて配布しています。便利帳には「くらしの手続き」「福祉・健康・子育て」「教育・文化・ス

ポーツ」など、行政手続きや暮らしに役立つ情報が掲載されています。

　この便利帳は、２年間使用しますので、大切に保管しご活用ください。

❑問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係　☎４８２‐２９１３（課直通）まで。

　詳しくは、今月号に折り込まれたダイジェスト版をご覧ください。また、町ホームページでは、さら
に詳細に書かれている総合計画本編も掲載しますので、ぜひご覧ください。

基本理念
すべての住民が、暮らしに満足を覚え、

次代に夢を託せるまちづくり

将 来 像 「水」と「森」を守り、「人」が共に輝く、
誇りと活力あふれる　夢づくりのまち　弟子屈

まちづくりコンセプト 誇りと活力あふれる　夢づくり
まち

● より確実に持続可能なまちづく
りを進めながら、自然と共に生
き、住民の豊かさや幸せが高ま
る充実したまちを目指すため
に、臨機応変に対応する柔軟な
姿勢でまちづくりに臨みます。

2広報てしかが 2022.4

　弟子屈町の今後８年間の指標となる、第６次弟子屈町総合計画が令和
４年度からスタートします。
　第６次計画では、これまで推進してきた基本的な理念を継承しつつ、
より「夢」や「希望」を持っていただけるようなまちづくりの取り組み
を進め、すべての住民の皆様に、「豊かさ」や「幸せ」を感じることが
できる町を目指し、将来にわたり、持続可能なまちづくりを推進してま
いります。
　弟子屈町に住む我々が快適な生活を継続できるよう、地域や行政が一
体となり一人ひとりが誇りと活力をもって住み続けられるよう努めてま
いりますので、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

　　令和４年３月　　　　　　弟子屈町長　　德永　哲雄

● 「第６次弟子屈町総合計画」は、
弟子屈町の総合的かつ計画的な
まちづくり計画です。

● ８年間の長期的視点に立ち、弟
子屈町の目指す「まちの将来像」
としてのまちづくりの基本的方
向や、行財政運営の指針などを
示しています。

● 第６次弟子屈町総合計画は、令
和４ (2022) 年度から令和11
(2029) 年度の８か年計画です。

総合計画の期間と構成
● 第６次弟子屈町総合計画の構成

を３層構造とします。
● 第６次総合計画の重点プロジェ

クトとして、第２期てしかが 
まち・ひと・しごと創生戦略位
置付けています。

　弟子屈町の今後８年間の指標となる、第６次弟子屈町総合計画が令和
４年度からスタートします。
　第６次計画では、これまで推進してきた基本的な理念を継承しつつ、
より「夢」や「希望」を持っていただけるようなまちづくりの取り組み
を進め、すべての住民の皆様に、「豊かさ」や「幸せ」を感じることが
できる町を目指し、将来にわたり、持続可能なまちづくりを推進してま
いります。
　弟子屈町に住む我々が快適な生活を継続できるよう、地域や行政が一
体となり一人ひとりが誇りと活力をもって住み続けられるよう努めてま
いりますので、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

　　令和４年３月　　　　　　

「『水』と『森』を守り、『人』が共に輝く、
誇りと活力あふれる

夢づくりのまち　弟子屈」を目指して
第６次弟子屈町総合計画

(基本構想と前期実行計画) を策定

総合計画とは

基本構想

実行計画

事務事業計画

基本構想
● 基本理念、将来像
● 将来指標
● 土地利用の方向性
● 基本目標

計画の評価と進行管理
①マネジメントサイクルによ
　る行政評価を実施します。
②計画の推進に向けて進行管
　理を実施します。

実行計画
● 重点プロジェクト
　（＝創生戦略）
● 政策
•取組の方針
•目指す姿
•施策
•指標
•主な推進事業　など

事務事業計画
● 事務事業
•事務事業の内容
•指標



5 広報てしかが 2022.4

▽
馬
鈴
薯
の
病
害
虫
対
策
、
て
ん
菜
・
ソ

バ
の
湿
害
対
策
と
し
て
畑
作
構
造
転

換
事
業
を
推
進
。

▽
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備
等
特
別

対
策
事
業
に
よ
る
、
畜
産
・
酪
農
の
規

模
拡
大
や
農
業
経
営
の
安
定
・
強
化
を

推
進
。

▽
畑
作
パ
ー
ト
バ
ン
ク
や
酪
農
ヘ
ル
パ

ー
の
利
用
組
合
に
対
し
て
支
援
を
継

続
。

▽
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
の
た
め
、
国
の

事
業
を
活
用
し
、
農
業
者
の
取
り
組
み

を
支
援
。

▽
摩
周
メ
ロ
ン
・
摩
周
そ
ば
・
摩
周
和
牛

の
安
定
生
産
や
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

た
め
、
流
通
対
策
や
戦
略
的
Ｐ
Ｒ
を
実

施
。

▼
令
和
５
年
度
弟
子
屈
ワ
イ
ン
醸
造
所

建
設
に
向
け
、
建
設
予
定
地
の
確
保
や

詳
細
設
計
を
実
施
。

▽
弟
子
屈
町
ら
し
い
特
色
あ
る
チ
ー
ズ

を
製
造
・
開
発
し
、
特
産
品
と
し
て
ブ

ラ
ン
ド
化
を
推
進
。

▽
町
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
国
や
道

の
補
助
を
活
用
し
、
間
伐
・
植
栽
を
実

施
。

▽
木
材
高
騰
が

続
く
中
、
伐

期
を
迎
え
た

森
林
の
施
業

を
実
施
し
、

積
極
的
な
活

用
を
推
進
。

を
活
用
し
、
摩
周
湖
の
長
期
的
な
保
全

を
目
的
と
し
た
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
活
動
な
ど
を
継
続
。

▽
多
様
な
生
物
と
共
生
す
る
た
め
、
森
林

の
保
全
、
特
定
外
来
植
物
対
策
、
野
生

動
物
対
策
を
実
施
。

▽
本
町
の
景
観
を
守
り
、
次
世
代
へ
と
継

承
す
る
た
め
、
景
観
計
画
を
踏
ま
え
た

統
一
感
を
も
っ
た
景
観
づ
く
り
を
推

進
。

▼
釧
路
川
ふ
れ
あ
い
広
場
利
用
者
が
利

用
し
や
す
い
よ
う
ト
イ
レ
棟
の
新
設

な
ど
環
境
整
備
を
推
進
。

生
活
環
境
の
充
実
と
向
上

▼
防
災
を
担
当
す
る
新
た
な
専
門
職
員

を
配
置
し
、
多
様
化
す
る
災
害
に
対
応

し
得
る
専
門
知
識
の
継
承
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
化
。

▽
管
理
不
全
の
空
き
家
対
策
の
実
施
。

▼
弟
子
屈
消
防
と
統
合
し
た
川
湯
消
防

支
署
の
改
修
や
老
朽
化
し
た
高
規
格

救
急
自
動
車
を
更
新
。

▽
防
犯
対
策
や
交
通
安
全
推
進
の
た
め
、

関
係
機
関
と
協
力
し
、
啓
発
活
動
を
実

施
。

▽
弟
子
屈
消
費
者
協
会
、
弟
子
屈
警
察
署

を
は
じ
め
と
す
る
各
関
係
機
関
と
情

報
共
有
し
、
消
費
者
の
安
全
と
安
心
の

確
保
を
推
進
。

環
境
と
共
生
す
る
基
盤
の
整
備

▼
中
心
市
街
地
再
構
築
事
業
と
し
て
、

（
仮
称
）
地
域
観
光
交
流
拠
点
施
設
の

運
営
と
基
本
設
計
を
行
う
事
業
者
を

公
募
。

▼
弟
子
屈
原
野
９
線
防
雪
柵
新
設
を
継

続
。新
た
に
奥
春
別
西
10
号
三
笠
線
防

雪
柵
新
設
を
実
施
。

▽
鐺
別
下
鐺
別
線
舗
装
補
修
工
事
を
実

施
。

▽
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
下
仁

多
橋
の
改
修
と
既
存
橋
梁
の
点
検
や

修
繕
を
計
画
的
に
実
施
。

▽
住
宅
環
境
の
充
実
で
は
、
敷
島
団
地
１

棟
４
戸
、
鐺
別
団
地
１
棟
４
戸
の
建
設

や
、
緑
団
地
及
び
古
丹
団
地
に
つ
い
て

も
令
和
５
年
度
の
建
設
に
向
け
調
査

等
を
実
施
。

▼
住
宅
建
設
促
進
事
業
お
よ
び
民
間
賃

貸
住
宅
の
建
設
・
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
に

対
す
る
支
援
を
拡
充
。

▽
活
用
で
き
る
空
き
家
の
調
査
を
実
施

し
、
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
で
の
活
用
を

推
進
。

▽
上
水
道
事
業
、
農
業
用
水
道
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
管
路
の
耐
震
化
を
実

施
。

▽
温
泉
事
業
で
は
、
各
泉
源
の
揚よ
う

湯と
う

管
エ

ア
ー
管
の
入
替
や
貯ち
ょ

湯と
う

槽そ
う

の
更
新
。

▽
供
用
開
始
後
20
年
が
経
過
し
て
い
る

弟
子
屈
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
機
械
電
気

設
備
の
更
新
・
耐
震
化
の
た
め
の
実
施

設
計
を
実
施
。

▽
下
水
道
計
画
区
域
を
除
く
地
域
で
の

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
用
の
一
部

助
成
を
継
続
。

▽
公
共
交
通
の
維
持
と
、
鉄
道
や
ハ
イ
ヤ

ー
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
利
用
促
進

を
推
進
。

▽
観
光
周
遊
交
通
と
し
て
の
交
通
体
系

確
立
と
公
共
交
通
と
の
連
携
に
よ
る

利
活
用
を
促
進
。

基
幹
産
業
の
更
な
る
強
化

▽
道
営
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
弟
子

屈
地
区
の
圃
場
整
備
を
継
続
。

▽
国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
に
よ
る
、
圃

場
の
機
能
回
復
の
た
め
の
、
生
態
調
査

や
土
壌
調
査
な
ど
を
実
施
。

▽
弟
子
屈
町
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
就
農
に
向
け
た
研
修
か

ら
就
農
後
の
経
営
指
導
な
ど
の
サ
ポ

ー
ト
に
よ
る
担
い
手
確
保
を
推
進
。

「てしかがゼロカーボンシティ宣言書」を掲げる德永町長
川越久史環境省釧路自然環境事務所長（左）、菅原裕之釧路総合振興局長（右）

活
力
・
活
気
・
雇
用
を

生
み
出
す
夢ま

ち

づ
く
り

活
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夢夢夢（まち（まち（まち））） 目指す目指す目指す

図
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

の
活
用
に
よ
る
新
た
な
産
業
に
よ
る
循

環
型
経
済
の
構
築
と
雇
用
の
場
の
創
出

な
ど
を
推
進
し
、
先
に
宣
言
を
行
っ
た

「
て
し
か
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
環
境
を
整

え
、
ま
ち
を
担
う
人
材
の
育
成
も
図
り
ま

す
。

　
特
に
こ
れ
か
ら
の
弟
子
屈
町
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
は
、
地
域
で
活
躍
で
き
る

人
材
と
し
て
の
育
成
を
進
め
、
一
度
ま
ち

を
離
れ
て
も
、「
こ
の
ま
ち
に
戻
っ
て
来

た
い
」「
こ
の
ま
ち
で
夢
を
実
現
し
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

※
▼
は
新
規
事
業
と
な
り
ま
す
。

環
境
保
全
の
推
進

▼
弟
子
屈
町
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区

域
施
策
編
）を
新
た
に
策
定
。

▽
地
熱
資
源
開
発
事
業
を
行
っ
て
い
る

湯
沼
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
地
区
で
、
こ
れ
ま

で
で
最
も
深
い
２
千
７
０
０
ｍ
級
の

井
戸
１
本
を
掘
削
。

▼
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
圧
縮
処
理
施
設
を
建

設
し
、圧
縮
処
理
を
推
進
。

▽
摩
周
湖
環
境
保
全
連
絡
協
議
会
に
よ

る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

人
と
自
然
が
共
生

す
る
夢ま

ち

づ
く
り

環

　
第
５
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
は
令
和

３
年
度
を
も
っ
て
計
画
期
間
を
終
え
、
令

和
４
年
度
か
ら
は
第
６
次
と
な
る
弟
子

屈
町
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

す
。

　
第
６
次
総
合
計
画
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
推
進
し
て
き
た
基
本
的
な
理
念
を

継
承
し
つ
つ
、
次
代
の
若
い
世
代
が
、
暮

ら
し
の
中
で
、
よ
り「
夢
」や「
希
望
」を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
進
め
、
す
べ
て
の
住
民
の

皆
さ
ま
に
、「
豊
か
さ
」や「
幸
せ
」を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
町
を
目
指
し
、
将
来
に

わ
た
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
ま
ち
の
動
き
そ
の
も
の

が
停
滞
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
「
コ

ロ
ナ
禍
に
勝
ち
、
強
い
弟
子
屈
町
」
へ
導

く
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
同
時
に
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
中
心
市
街
地
再
構

築
や
川
湯
温
泉
街
の
再
生
、
ア
イ
ヌ
政
策

な
ど
に
よ
る
新
た
な
形
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
と
観
光

に
つ
い
て
は
、
発
展
と
さ
ら
な
る
連
携
を

令和４年第１回町議会定例会が３月８日か

ら11日まで開かれ、令和４年度予算案などが審

議されました。

德永町長が行った町政執行方針と、岩原教

育長の教育行政方針の概要をお知らせします。

令和４年度町政執行方針

町長 德　永　哲 雄

コ
ロ
ナ
禍
に
勝
ち
、

強
い
弟
子
屈
町
へ

第6次弟子屈町総合計画等策定審議会からの答申
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交
流
の
推
進

▽
自
治
会
が
行
う
各
種
活
動
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
活
用
を
支
援
し
、

自
治
会
の
加
入
率
向
上
を
推
進
。

▽
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
補
助
金

を
活
用
し
地
域
活
動
を
推
進
。

▽
令
和
５
年
度
に
盟
約
40
年
を
迎
え
る

鹿
児
島
県
日
置
市
と
の
姉
妹
都
市
交

流
に
向
け
た
相
互
交
流
の
推
進
。

▽
移
住
対
策
と
し
て
、
関
係
人
口
（
観
光

客
、
ふ
る
さ
と
納
税
者
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
登

録
者
な
ど
）
を
増
や
し
、
当
町
の
魅
力

を
移
住
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
推

進
。

▽
人
権
相
談
窓
口
の
開
設
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
人
権
教
室
な
ど
を
開
催
し
、
人
権

意
識
の
啓
発
を
推
進
。

▽
北
方
領
土
返
還
運
動
や
戦
没
者
慰
霊

事
業
を
通
し
平
和
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
。

安
定
し
た
行
財
政
運
営

▽
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
制
度
を
活
用
し
職

員
の
能
力
、資
質
の
向
上
を
図
る
。

▽
町
税
の
、
各
種
滞
納
処
分
の
強
化
啓
蒙

活
動
を
実
施
し
税
収
を
確
保
。

▽
ふ
る
さ
と
納
税
の
一
層
の
返
礼
品
の

充
実
と
、
寄
付
者
へ
の
使
途
と
情
報
提

供
を
実
施
。

学
び
環
境
の
充
実

▽
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す

「
個
別
最
適
な
学
び
」と「
協
働
的
な
学

び
」を
充
実
。

▽
地
域
住
民
や
保
護
者
と
連
携
・
協
働
し
、

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
。

▽
ふ
る
さ
と
学
習
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実

を
図
り
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
各
学
校
で
特
色
あ

る
教
育
活
動
を
実
施
。

▽
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
や

望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
定
着
を
推
進
。

▽
心
の
悩
み
や
不
安
に
寄
り
添
う
相
談

体
制
を
充
実
。

▽
学
校
給
食
の
無
償
提
供
を
継
続
。

▽
就
学
援
助
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

に
要
す
る
支
援
な
ど
を
継
続
。

▽
弟
子
屈
高
校
生
徒
へ
、
公
営
塾
の
運
営

や
姉
妹
都
市
で
あ
る
鹿
児
島
県
日
置

市
へ
の
修
学
旅
行
費
の
支
援
な
ど
各

種
支
援
を
継
続
。

▼
高
校
の
新
学
習
要
領
の
実
施
よ
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
対
し
て
支

援
を
実
施
。

生
涯
学
習
の
推
進
と
文
化
の
継
承

▽
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
の
連
携
を
強
化
し
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育

つ
環
境
づ
く
り
を
推
進
。

▽
文
化
・
体
育
関
係
団
体
と
の
連
携
や
、全

道
・
全
国
大
会
出
場
へ
の
助
成
を
継
続
。

▽
ス
ポ
ー
ツ
を
親
し
む
の
た
め
の
環
境
整

備
を
推
進
し
、
文
化
財
や
郷
土
芸
能
の

保
存
・
伝
承
活
動
へ
の
支
援
の
継
続
。

▽
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
の
た
め
、
開
館
40
周

年
を
迎
え
る
ア
イ
ヌ
民
族
資
料
館
を

拠
点
に
、
屈
斜
路
コ
タ
ン
地
区
ア
イ
ヌ

文
化
等
拠
点
整
備
事
業
を
実
施
。

▽
町
史
編
さ
ん
に
向
け
た
資
料
収
集
、
調

査
を
継
続
。

協
働
の
推
進

▽
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
人
材
と
し
て

活
動
中
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
へ

の
支
援
を
継
続
。新
た
に
移
住
対
策
支

援
員
と
し
て
新
隊
員
を
採
用
し
、
さ
ら

な
る
移
住
対
策
を
推
進
。

▽
男
女
平
等
参
画
社
会
を
推
進
し
、
さ
ら

に
は
年
齢
や
性
別
、人
種
・
宗
教
・
趣
味

趣
向
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
属
性
の
人
た
ち

が
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。地域の魅力を高める貴重な人材となった協力隊

住
民
と
行
政
の
新
た
な
架
け
橋

づ
く
り

▽
広
報
て
し
か
が
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
テ
レ
ビ
の
デ
ー

タ
放
送
な
ど
を
活
用
し
た
、
町
民
向
け

の
情
報
提
供
を
充
実
。

▽
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
更
な
る
普
及
、

町
民
の
皆
さ
ま
へ
の
利
便
性
向
上
に

よ
る
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
を
推

進
。

豊
か
な
心
を
育
て
、

文
化
を
大
切
に
す

育

行
動
す
る
人
を
育

て
る
夢ま
ち

づ
く
り

人

誰
で
も
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
る

公

　
新
年
度
に
お
い
て
は
、
第
６
次
総

合
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
全
て

の
住
民
が
、暮
ら
し
に
満
足
を
覚
え
、

次
代
に
夢
を
託
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

念
頭
に
、未
来
を
見
据
え
た
効
果
的
・

効
率
的
な
施
策
実
施
を
最
重
点
と
し

て
、厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
っ
て
も
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
目
配
り
の

効
い
た
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
施
策
を
着
実
に
実
施

す
る
こ
と
で
、
第
６
次
弟
子
屈
町
総

合
計
画
の
将
来
像
、「『
水
』と『
森
』を

守
り
、『
人
』が
共
に
輝
く
、誇
り
と
活

力
あ
ふ
れ
る
　
夢
づ
く
り
の
ま
ち
　

弟
子
屈
」を
実
現
す
る
た
め
、将
来
に

わ
た
り
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

全
力
で
進
め
ま
す
。
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▽
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）
に

よ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
、
宣
伝
活
動
な
ど
の
強
化
を
支

援
。

▽
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

る
川
湯
温
泉
街
の
景
観
整
備
や
観
光

地
磨
き
上
げ
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
充

実
を
推
進
。

▽
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
進

め
る
廃
屋
撤
去
後
の
跡
地
利
用
な
ど

で
連
携
し
、
川
湯
地
区
の
再
生
を
推

進
。

雇
用
を
支
え
る
産
業
力
の
向
上

▽
商
工
業
の
活
性
化
の
た
め
、
金
融
政
策

を
充
実
、
事
業
継
承
と
起
業
支
援
、
町

内
の
空
き
店
舗
の
活
用
な
ど
、
商
工
会

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
推
進
。

▽
屈
斜
路
湖
の
資
源
保
護
や
産
業
の
確

立
の
た
め
、調
査
・
計
画
作
り
を
進
め
、

将
来
の
漁
業
協
同
組
合
設
立
を
目
指

し
た
取
り
組
み
を
実
施
。

▽
釧
路
北
部
雇
用
創
造
協
議
会
を
中
心

に
、
新
た
な
雇
用
に
つ
な
が
る
企
業
向

け
の
講
習
会
や
新
規
雇
用
希
望
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
実
施
。

▽
商
工
会
な
ど
各
団
体
と
連
携
し
て
、
就

職
氷
河
期
世
代
の
雇
用
対
策
事
業
を
実

施
。

▽
企
業
振
興
促
進

条
例
を
充
実
さ

せ
、新
た
な
事
業

所
や
宿
泊
施
設

の
誘
致
を
推
進
。

健
康
づ
く
り
の
推
進
と
医
療
の
充
実

▽「
元
気
て
し
か
が
21
」に
基
づ
き
、
特
定

健
診
や
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
向

上
を
推
進
し
、
受
診
さ
れ
た
方
や
紹
介

者
へ
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
継
続
し
て

実
施
。

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
医
療
機
関
へ
の
受
診
控
え

が
な
い
よ
う
啓
発
を
強
化
。

▽
生
後
１
〜
５
歳
ま
で
の
乳
幼
児
を
対

象
に
「
お
た
ふ
く
か
ぜ
」
予
防
接
種
に

お
け
る
費
用
の
一
部
を
助
成
。

▽
各
種
予
防
接
種
費
用
助
成
の
継
続
実
施
。

▽
自
殺
者
減
少
の
た
め
の
「
い
の
ち
支
え

る
弟
子
屈
町
自
殺
対
策
計
画
」
に
基
づ

く
取
り
組
み
を
推
進
。

▽
地
域
医
療
の
中
核
で
あ
る
摩
周
厚
生

病
院
に
対
す
る
支
援
を
継
続
。

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
計
画
的
な
実
施
。

子
育
て
・
福
祉
環
境
の
充
実

▽
地
域
全
体
で
支
え
合
い
な
が
ら
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
種
団
体
や

地
域
住
民
の
支
え
合
い
体
制
を
充
実

さ
せ
、
福
祉
を
支
え
る
人
材
の
確
保
と

育
成
を
推
進
。

▽
生
活
困
窮
者
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
な
ど
が
、
自
立
し
安
定
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
支
援
を
実
施
。

▽
古
丹
生
活
館
や
コ
タ
ン
共
同
浴
場
は
、

ア
イ
ヌ
政
策
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、

必
要
な
施
設
整
備
な
ど
の
詳
細
設
計

を
策
定
。

▽
出
産
と
育
児
の
支
援
体
制
を
充
実
さ

せ
、産
前
、産
後
ケ
ア
事
業
と
産
前
、産

後
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
継
続
。

▽
赤
ち
ゃ
ん
す
く
す
く
応
援
券
交
付
事

業
を
継
続
。

▽
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
実
質
無
料
化

を
継
続
。

▼
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
料

と
副
食
費
を
完
全
無
償
化
。

▽
特
定
教
育
・
保
育
等
利
用
に
係
る
実
費

徴
収
補
足
給
付
事
業
を
継
続
。

▽
こ
ど
も
食
堂
な
ど
、
官
民
一
体
と
な
っ

た
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事

業
」へ
の
支
援
を
継
続
。

▽
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
育

児
で
の
孤
立
や
不
安
解
消
に
つ
な
が

る
支
援
や
、母
親
講
座
な
ど
を
継
続
。

▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
保
護
者
が
負
担

し
て
い
る
お
や
つ
代
を
無
償
化
。

▽
放
課
後
児
童
支
援
員
の
研
修
を
充
実
さ

せ
、学
校
と
の
連
携
を
強
化
。

▽
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
中

心
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に

し
、
一
層
児
童
虐
待
対
策
や
そ
の
防
止

を
推
進
。

▽
高
齢
者
の
生
活
全
般
の
、
包
括
的
で
継

続
的
な
支
援
を
行
う
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
推
進
。

▽
高
齢
者
総
合
相
談
支
援
体
制
の
充
実

り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
支

援
を
実
施
。

▽
第
６
期
障
が
い
福
祉
計
画
な
ど
に
掲

げ
た
各
種
施
策
を
推
進
。

▽
福
祉
用
具
の
給
付
や
相
談
支
援
な
ど

の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
、
障
が
い

の
あ
る
方
が
地
域
で
自
立
し
て
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
社
会
参
加
支
援

と
相
談
支
援
体
制
を
充
実
。

▽
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、療
育
支
援
を
実
施
。

▽
要
支
援
認
定
者
な
ど
が
、
自
立
し
て
日

常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
を
実
施
。

▽
地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
に
関
す
る

知
識
や
情
報
の
提
供
、
啓
発
活
動
を
行

い
、
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

育
成
。

▽
適
切
な
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

提
供
し
、
地
域
密
着
型（
介
護
予
防
）サ

ー
ビ
ス
を
提
供
。

子どもたちの「夢」を叶えるまちづくりを

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
夢ま

ち

づ
く
り

暮
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タブレット端末を使った授業

▼「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」の
実

現
に
向
け
た
学
習
指
導
の
推
進
。

▼
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
、
弟
子
屈

町
学
力
調
査
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の

学
習
状
況
の
把
握
と
、授
業
の
改
善
。

▼
学
校
図
書
館
の
充
実
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
学
習
活
動
の
推
進
。

▼
外
国
語
指
導
助
手
２
人
の
派
遣
継
続

と
、
外
国
語
教
育
の
充
実
に
向
け
た
取

り
組
み
の
推
進
。

▼
弟
子
屈
小
学
校
・
弟
子
屈
中
学
校
に
お

け
る
加
配
教
員
に
よ
る
き
め
細
や
か

で
丁
寧
な
指
導
の
実
施
。

▼「
学
習
習
慣
」
と
「
生
活
習
慣
」
の
課
題

改
善
に
向
け
、
学
校
と
家
庭
・
関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
化
。

▼
道
徳
教
育
の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
た

ち
の「
豊
か
な
心
」の
育
成
を
推
進
。

▼
弟
子
屈
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
い
じ
め
撲
滅
に
向
け
た
取
組

を
推
進
。

▼
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
相
談
・

支
援
に
よ
る
悩
み
や
苦
し
み
へ
の
対

応
。

▼
姉
妹
都
市

鹿
児
島
県

日
置
市
と

の
中
学
生

交
流
訪
問

事
業
を
実

施
。

▼
各
学
校
で
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
へ

の
支
援
。

▼
地
域
人
材
を
活
用
す
る
「
ふ
る
さ
と
学

習
」の
推
進
。

▼
企
業
見
学
・
職
業
体
験
活
動
・
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
中
核
と
し
た
「
キ
ャ
リ

ア
教
育
」の
充
実
。

▼
玉
川
大
学
の
協
力
に
よ
る
、
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
。

▼
学
校
教
員
の
「
働
き
方
改
革
」
に
よ
る

時
間
外
勤
務
の
縮
減
。

▼
個
別
の
指
導
計
画
や
支
援
計
画
に
基

づ
き
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
と
し
た
校
内
委
員
会
の

定
期
的
な
開
催
。

▼
北
海
道
立
特
別
支
援
学
校
に
よ
る
「
パ

ー
ト
ナ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
派
遣
制
度
」

な
ど
を
活
用
し
た
担
当
教
員
へ
の
支

援
を
継
続
。

▼
弟
子
屈
町
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
。

▼
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
に
よ

る
、支
援
体
制
の
充
実
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

下
で
の
学
び
の
保
障
。

▼「
新
体
力
テ
ス
ト
」
の
実
施
と
、「
体
力

づ
く
り
の
た
め
の
１
校
１
実
践
」
の
推

進
。

▼
小
中
高
校
生
を
対
象
と
し
た
命
の
大

切
さ
を
学
ぶ
思
春
期
講
座
の
実
施
。

▼
学
校
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し
と
「
防
災
教
室
」「
１
日
防
災
学
校
」

な
ど
に
よ
る
防
災
訓
練
の
実
施
。

▼「
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
隊
」「
子
ど
も

１
１
０
番
の
家
」「
交
通
指
導
員
」な
ど

と
の
協
力
に
よ
る
、
地
域
全
体
で
子
ど

も
を
見
守
る
活
動
の
推
進
。

▼
町
教
育
研
究
所
な
ど
に
お
け
る
研
修

事
業
へ
の
参
加
の
促
進
。

▼「
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
」
に
対
応
し
た
研

修
や
町
内
小
・
中
学
校
の
自
主
公
開
研

究
会
な
ど
の
開
催
。

弟子屈高校生徒の職業体験で議場を見学

③   「
豊
か
な
心
」
を
育
む
教
育
活

動
の
充
実

④  

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
教

育
の
推
進

▼
玉
川
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
教
員
の

英
語
指
導
力
向
上
研
修
の
継
続
。

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費
な
ど
就
学

援
助
の
実
施
。

▼
デ
ジ
タ
ル
教
育
時
代
に
誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
支
援
の
実

施
。

▼
全
て
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
、
学
校
給

食
の
無
償
提
供
の
継
続
。

▼
学
用
品
費
の
保
護
者
負
担
軽
減
や
、
学

校
災
害
給
付
金
掛
金
の
全
額
公
費
負

担
の
継
続
実
施
。

⑧  

就
学
児
童
生
徒
保
護
者
へ
の

支
援

⑥  

健
康
や
安
全
に
関
す
る
指
導

の
充
実

⑦
教
員
の
資
質
向
上

⑤
特
別
支
援
教
育
の
充
実
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し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
を
強

化
。

▼「
第
２
次
弟
子
屈
町
教
育
大
綱
兼
第
２

次
弟
子
屈
町
教
育
推
進
基
本
計
画
」
に

基
づ
く
各
種
事
務
事
業
の
着
実
な
推

進
と
点
検
・
評
価
。

▼
教
育
委
員
コ
ラ
ム
や
発
行
や
教
育
日

誌
な
ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た

情
報
発
信
。

▼
学
校
事
業
・
社
会
教
育
事
業
の
参
観
を

通
し
、
町
民
と
の
対
話
を
深
め
て
、
諸

課
題
を
解
決
。

▼「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
の
構
築

と
新
学
習
指
導
要
領
の
着
実
な
実
施
。

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
の
最
適
な
組
み
合
わ

せ
に
よ
る
教
育
の
実
践
と
、
釧
路
管
内

の
重
点
項
目
の
推
進
。

▼
教
育
活
動
の
成
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
学
校
便
り
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信

を
促
進
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
弟
子
屈

町
地
域
学
校
協
働
本
部
と
の
連
携
を

促
進
。

▼
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引

き
出
す
、「
個
別
最
適
な
学
び
」と「
協

働
的
な
学
び
」を
充
実
。

学び学び学び 環境環境環境

①  

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の

推
進

②
学
習
指
導
の
充
実

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
世

界
中
で
猛
威
を
振
る
い
始
め
て
か
ら
２

年
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
わ
が
国
で
は
、

昨
年
の
春
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

り
、
夏
に
は
感
染
防
止
対
策
に
万
全
を
期

し
た
中
で
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催

さ
れ
、
札
幌
市
で
行
わ
れ
た
マ
ラ
ソ
ン
な

ど
、
私
た
ち
に
多
く
の
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
教
育
現
場
で
は
、
運
動
会
の
規

模
縮
小
や
修
学
旅
行
の
日
程
変
更
な
ど

の
影
響
は
あ
り
ま
し
た
が
、
徹
底
し
た
感

染
予
防
対
策
を
取
り
、
概
ね
予
定
通
り
に

学
校
活
動
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
で
導
入
さ
れ
た
１
人
１

令和４年度教育行政方針

教育長 岩　原　勝　行

総合教育会議ではさまざまな意見が

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
学
習
活

動
や
、
今
後
本
格
導
入
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
な
ど
、「
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
」へ

し
っ
か
り
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
先
行
き
が
見
通
せ
な
い

状
況
で
す
が
、
本
町
教
育
の
目
指
す
姿

「
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
連
携
し
、
ふ

る
さ
と
を
創
る
人
を
育
む
」
と
い
う
基
本

理
念
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
環

境
を
し
っ
か
り
保
障
し
、
全
て
の
町
民
が

心
を
豊
か
に
で
き
る
生
涯
学
習
の
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
第
６
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
で
示
さ

れ
た
、「
豊
か
な
心
を
育
て
、文
化
を
大

切
に
す
る
夢ま
ち

づ
く
り
」
を
基
本
目
標
と

弟
子
屈
町
教
育
の

計
画
的
な
振
興

学
校
教
育
の
充
実
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長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
や
年
々
進

行
す
る
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
問

題
な
ど
、様
々
な
課
題
が
山
積
し
、将

来
に
希
望
を
見
出
し
づ
ら
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
た
と
え
ど
の
よ
う

な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
町
民
み
ん
な

で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
、
高
齢
者
を

見
守
り
、
健
康
で
い
き
い
き
と
夢
や

希
望
を
持
っ
て
、
充
実
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

▼「
硫
黄
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
」
な

ど
、関
係
機
関
、団
体
と
の
連
携
し
事
業

を
実
施
。

▼
若
い
世
代
も
参
加
で
き
る
事
業
な
ど
、

幅
広
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。

▼「
公
民
館
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
や
「
公
民

館
ロ
ビ
ー
展
」な
ど
、活
動
の
成
果
を
発

表
す
る
機
会
の
提
供
。

▼
図
書
館
の
蔵
書
の
充
実
と
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
。

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
に
よ
る
図
書

館
活
用
、「
第
３
次
弟
子
屈
町
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
」
の
着
実
な
実
行
な

ど
、
読
書
習
慣
の
定
着
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
。

生
涯
学
習
の
推
進
。

▼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
施
設
・
設
備
の
改
修

と
更
新
。

▼
日
常
点
検
の
励
行
に
よ
る
社
会
教
育
・

体
育
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
。

公民館ロビーでさまざまな展示を

郷土芸能の保存活動に支援

屈斜路コタンアイヌ民族資料館など、施設の機能強化と拡充を推進

②  

公
民
館
、図
書
館
活
動
の
充
実

▼
弟
子
屈
町
総
合
文
化
祭
の
春
秋
開
催
。

▼
芸
術
鑑
賞
バ
ス
運
行
事
業
に
よ
る
芸
術

文
化
を
体
験
で
き
る
機
会
の
提
供
の
拡

大
や
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
芸
術
鑑

賞
事
業
の
開
催
。

▼
文
化
振
興
助
成
制
度
に
よ
る
全
道
・
全

国
大
会
へ
の
参
加
支
援
の
継
続
。

▼
郷
土
芸
能
で
あ
る
鐺
別
・
仁
多
の
獅
子

舞
や
川
湯
ば
や
し
の
保
存
活
動
に
対
す

る
支
援
。

▼
玉
川
大
学
の
協
力
に
よ
る
町
指
定
天
然

記
念
物
で
あ
る
屈
斜
路
湖「
マ
リ
ゴ
ケ
」

の
植
生
調
査
の
継
続
。

▼
屈
斜
路
コ
タ
ン
ア
イ
ヌ
民
族
資
料
館
改

修
事
業
の
詳
細
設
計
に
向
け
た
準
備
。

④  

文
化
財
保
護
な
ど
の
活
動
推
進

▼
ア
イ
ヌ
民
族
資
料
館
の
開
館
40
周
年
に

係
る
各
種
記
念
事
業
の
実
施
。

▼
弟
子
屈
町
郷
土
資
料
館
「
蔵
」
に
残
る
資

料
の
移
設
を
実
施
。

▼
郷
土
資
料
に
関
す
る
専
門
職
員
の
配
置

を
検
討
し
、
町
内
に
点
在
す
る
貴
重
な

資
料
と
の
有
機
的
連
携
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

利
用
し
た
情
報
発
信
を
推
進
。

▼
弟
子
屈
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
各
団
体
な
ど
へ
の
支
援
。

▼
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
、
学
校
施
設
開

放
事
業
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機

会
の
充
実
。

▼
大
学
駅
伝
部
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
受
け

入
れ
へ
の
支
援
・
誘
致
活
動
へ
の
支
援
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
制
度
継
続
に
よ
る

全
道
・
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
支
援
。

▼「
屈
斜
路
湖
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス

イ
ミ
ン
グ
大
会
」
や
古
希
道
東
地
区
選

手
権
大
会（
野
球
）の
開
催
。

▼
施
設
を
活
用
し
た
あ
ら
ゆ
る
年
代
の

方
々
に
学
習
や
研
修
、
ス
ポ
ー
ツ
や
趣

味
な
ど
、
生
涯
学
習
に
関
わ
る
機
会
を

提
供
。

▼
中
心
市
街
地
再
構
築
事
業
や
屈
斜
路
コ

タ
ン
地
区
ア
イ
ヌ
文
化
等
拠
点
整
備
事

業
に
よ
る
施
設
の
機
能
強
化
・
拡
充
と
、

⑤  

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

⑥  

社
会
教
育
施
設
な
ど
の
充
実

③  

芸
術
文
化
活
動
へ
の
支
援
と

振
興
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▼
小
学
校
生
活
科
を
中
心
と
し
た
「
ス
タ

ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」を
充
実
さ
せ
、幼

児
教
育
と
小
学
校
教
育
と
の
円
滑
な
接

続
と
連
携
を
推
進
。

▼
認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
へ
の
外
国
語

指
導
助
手
の
派
遣
や
、
入
学
前
の
就
学

指
導
な
ど
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
継

続
。

▼
進
学
や
就
職
を
目
指
す
生
徒
を
対
象
と

し
た「
公
営
塾
」の
通
年
開
設
の
継
続
。

▼
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
す
る
た
め
、

生
徒
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
へ

の
支
援
。

▼
姉
妹
都
市
・
鹿
児
島
県
日
置
市
へ
の
修

学
旅
行
費
用
の
助
成
。

▼「
弟
子
屈
探
究
」な
ど
ふ
る
さ
と
学
習
へ

の
支
援
の
継
続
。

▼「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」な
ど
で
扱
う

学
習
内
容
を
小
中
高
等
学
校
が
連
携
し

て
実
施
す
る
こ
と
へ
の
支
援
。

▼
英
語
教
育
の
体
系
化
に
向
け
た
小
中
高

等
学
校
教
員
間
の
連
携
の
推
進
。

▼
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
の
適
切
な

対
応
に
向
け
た
、
幼
保
小
中
高
の
連
携

を
推
進
。

▼
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
導
入
も
見
据
え
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
だ
け
で
な
く
、
教
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
な
ど
、
ソ

フ
ト
面
で
も
一
層
の
充
実
を
推
進
。

▼
美
留
和
小
学
校
体
育
館
屋
根
の
補
修
の

実
施
。

▼
教
材
や
学
校
図
書
な
ど
の
整
備
を
進

め
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
や
デ
ジ
タ
ル
化
に

的
確
に
対
応
。

▼
衛
生
・
安
全
管
理
の
徹
底
と
、お
い
し
く

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
給
食
の
提
供
。

▼
地
場
産
品
の
積
極
的
な
活
用
の
推
進
。

▼
季
節
毎
の
旬
の
食
材
な
ど
を
生
か
し
た

献
立
や
行
事
食
の
提
供
。

▼
栄
養
教
諭
の
食
育
指
導
な
ど
に
よ
る
食

に
対
す
る
理
解
と
望
ま
し
い
食
習
慣
の

育
成
。

公営塾「弟高夢叶塾」を通年開設

郷土を誇りに思い、町民が主体的に学習活動ができる環境整備を

⑨  

幼
児
教
育
の
充
実

⑪  

小
中
高
等
学
校
連
携
の
促
進

⑫
教
育
環
境
の
整
備・充
実

⑬  

学
校
給
食
の
充
実

⑩  

高
等
学
校
教
育
支
援
な
ど
の

充
実

社
会
教
育
活
動
の
推
進

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
制
限
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
中
、
第
８
次
弟
子
屈

町
社
会
教
育
中
期
計
画
に
基
づ
き
、
町

民
が
相
互
の
関
わ
り
の
中
で
主
体
的
に

多
種
多
様
な
学
習
活
動
の
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
多
様
な
世
代
に
多
彩
で
豊
か
な
学
び
の

機
会
を
提
供
し
、
成
果
を
自
ら
の
日
常

生
活
や
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
活
動

に
繋
げ
る
こ
と
で
さ
ら
に
学
び
を
深
め

る「
学
び
と
活
動
の
循
環
」を
推
進
。

▼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
「
循

環
型
生
涯
学
習
社
会
」の
推
進
。

▼
野
外
体
験
事
業
や「
少
年
の
主
張
」を
継

続
。

▼
地
域
と
学
校
が
連
携
し
て
「
学
校
を
核

と
し
た
地
域
づ
く
り
」を
推
進
す
る「
地

域
学
校
協
働
活
動
」を
推
進
。

▼
弟
子
屈
高
校
に
よ
る「
地
域
貢
献
活
動
」

へ
の
支
援
。

▼「
生
き
が
い
講
座
」

の
活
動
を
通
し

て
、
学
び
の
場
の

提
供
と
交
流
を
促

進
し
、
高
齢
者
の

充
実
し
た
生
活
を

支
援
。

①  

生
涯
学
習
事
業
の
充
実
と
社

会
教
育
の
振
興



総務費
  500,371万円
　　【35.5％】

商工費
172,454万円
　【12.2％】

公債費
133,448万円
  【9.5％】

土木費
129,476万円
　 【9.2％】

給与費
87,642万円

  【6.2％】

民生費
171,274万円
　【12.1％】

歳 出 総 額
141億900万円

衛生費
57,137万円【4.1％】

教育費
57,734万円【4.1％】

農林水産業費
46,893万円【3.3％】

消防費
44,352万円【3.1％】

議会費
6,959万円【0.5％】

その他
3,160万円【0.2％】

□その他内訳 ・予備費 1,200万円
・労働費 1,958万円
・災害復旧費 1万円
・諸支出金   1万円

町債残高(一般会計）

基金の(町の貯金)残高の推移

町債残高(令和４年度特別会計）

２年度 温泉事業

下水道事業

水道事業(企業)

３年度
（見込み）

４年度

22億
9,000万円

45億
900万円

61億
4,500万円

５億
3,200万円

４億
8,300万円２億

7,700万円

令和２年度末 令和３年度(予算) 令和４年度(予算)

５億

０

20億

40億

60億
財政調整基金

10億 15億０

101億8,600万円 6,500万円

96億5,400万円 12億9,000万円

92億1700万円 7億8,300万円
（見込み）

その他基金 繰入金

0 50億 100億

生費は前年度比10.5％の増で、保育
園整備およびデイサービス屋上防水

工事の増によるものです。労働費は前年度比
952.3％の増で、就職氷河期世代就業支援事業
や地域雇用活性化推進事業の増によるもので
す。土木費は前年度比11.6％の増で、公営住宅
建替事業や奥春別西10号三笠線防雪事業の増
によるものです。消防費は前年度比12.5％の
増で、救急車両導入事業の増によるものです。

民

一般会計予算

歳出

・予算に関するお問い合わせ先
役場まちづくり政策課財政係☎４８２‐２９１３（課直通）まで

　町の財政状況を詳しくお知らせする
ため、総務省が示した統一的な基準に
基づく財務諸表（貸借対照表、行政コス
ト計算書、純資産変動計算書、資金収支
計算書）を作成しています。内容につい
ては町公式ホー
ムページや役場
まちづくり政策
課で閲覧できま
す。
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依
存
財
源

　　
　
　
　

　
　
　自
主
財
源

道支出金
43,075万円【3.1％】

地方交付税
  379,500万円
　　　【26.9％】

その他

町債
86,120万円
　【6.1％】

寄附金
450,031万円
【31.9％】

国庫支出金
73,431万円

　　【5.2％】

使用料及び手数料
20,205万円【1.4％】

その他
92,155万円【6.5％】
□その他内訳
　▼自主財源　　55,573万円

・財産収入　　　　　　　 2,245万円
・繰入金　　　　　　　　48,328万円
・繰越金　　　　　　　　 5,000万円

・地方譲与税　　　　　  15,750万円
・利子割交付金　　　　　　 100万円
・配当割交付金　　　　　　 150万円
・株式等譲渡所得割交付金　 100万円
・法人事業税交付金　　　　 600万円
・地方消費税交付金　　　18,100万円
・ゴルフ場利用税交付金 　　300万円
・環境性能割交付金　　　 　920万円
・地方特例交付金　　　 　   480万円
・交通安全対策特別交付金 　 82万円

　▼依存財源　　36,582万円

分担金および負担金
17,158万円【1.2％】

諸収入
160,619万円
【11.4％】

町税
88,606万円

    【6.3％】

歳 入 総 額
141億900万円

43.8％
56.2％

入の内訳では、町税や寄附金などの自主

財源は792,192万円（構成比56.2％、前年

比22.6％増）、地方交付税や国・道支出金、町債な

どの依存財源は618,708万円（構成比43.8％、前年

比2.6％増）となっています。自主財源が歳入総額

に占める割合が高いほど財政の自主性と安定性

が確保されます。本町においてはふるさと納税の

増額により自主財源が上回っていますが、今後の

ふるさと納税の動向によっては再び本町財政の

安定は国の考え方に大きく左右されることにな

ります。

歳

令和４年度の当初予算が成立しました。

予算の概要や基金、町債の現状などをお知らせします。

令和４年度
弟子屈町　予算の概要

特別会計予算

一般会計予算

歳入

会　計　名 予算額 増減率
国民健康保険特別会計 96,574万円 △1.4%
介護保険特別会計 96,015万円 △0.9%
後期高齢者医療特別会計 14,612万円 3.6%
温泉事業特別会計 8,461万円 14.7%
下水道事業特別会計 31,424万円 △28.7%
水道事業特別会計 28,173万円 △4.8%

12広報てしかが 2022.4
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弱
さ
を
強
さ
に
変
え
て

弟
子
屈
小
学
校

　鈴
木

　哲
平
さ
ん

ぼ
く
の
一
番
弱
い

所
、
そ
れ
は「
メ
ン
タ

ル
」
で
す
。ど
う
や
っ

た
ら
こ
の
メ
ン
タ
ル

を
強
く
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
。そ
の
答
え
を
見
つ
け
た
い

と
本
屋
さ
ん
で
手
に
と
っ
た
の
が
「
逆
転
の
発

想
法
」と
い
う
本
で
す
。

　
こ
の
本
の
著
者
の
松
岡
修
造
さ
ん
は
世
界

を
舞
台
に
活
躍
し
た
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
、

今
は
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。ぼ
く
も
今
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い
る
の
で
自
分
に
プ
ラ
ス

に
な
る
何
か
を
見
つ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
読
ん
で
み
る
事
に
し
ま
し
た
。

　
読
ん
で
い
く
と
、
こ
の
本
に
は
、
弱
さ
を
強

さ
に
変
え
る
前
向
き
な
言
葉
が
た
く
さ
ん
つ

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
緊
張
は

本
気
の
証
で
あ
り
、
貴
重
で
大
切
な
も
の
で
あ

る
と
い
う
言
葉
で
す
。勝
ち
た
い
、
い
い
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
た
い
と
思
う
か
ら
こ
そ
緊

張
す
る
と
い
う
事
で
す
。ぼ
く
は
、
今
ま
で
い

つ
も
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
緊
張
す
る
の
か
を

き
ち
ん
と
考
え
た
こ
と
も
な
く
、
心
臓
は
バ
ク

バ
ク
し
て
手
は
ブ
ル
ブ
ル
震
え
、
大
会
を
何
度

重
ね
て
も
試
合
に
慣
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。松
岡
さ
ん
は
そ
の
緊
張
を
軽
く
す

る
か
重
く
す
る
か
は
、
自
分
し
だ
い
だ
と
言
っ

て
い
ま
す
。た
だ
緊
張
を
く
り
返
し
て
い
て
も

ダ
メ
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。緊
張
を
自
分
の

力
に
変
え
る
こ
と
を
自
分
で
見
つ
け
な
け
れ

ば
何
の
解
決
に
も
な
ら
な
い
ん
だ
と
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
本
で
心
に
残
っ
た
の
は
、
で
き

る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
く
て
も
「
で
き
る
」
と

信
じ
て
挑
戦
す
る
と
い
う
言
葉
で
す
。
ぼ
く

は
、
い
つ
も
で
き
る
も
の
だ
け
に
力
を
入
れ

て
、
で
き
な
い
と
思
っ
た
も
の
は
あ
き
ら
め
が

ち
で
し
た
。

　
一
歩
を
踏
み
出
す
に
は
「
根
拠
の
な
い
自

信
」
が
必
要
で
、
た
だ
そ
の
自
信
は
自
分
が
何

の
努
力
も
し
て
い
な
い
の
に
、
た
だ「
で
き
る
」

と
い
う
自
信
を
も
つ
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。ぼ
く
は
、
自
分
に
自
信
が
な
く
、

で
き
る
た
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す
気
持
ち
が

足
り
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。自
信
を

持
つ
た
め
に
は
努
力
と
で
き
る
と
い
う
気
持

ち
が
大
切
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
小
学
校
生
活
最
後
に
な
る
テ
ニ
ス

の
大
会
で
緊
張
を
軽
く
す
る
た
め
に
言
葉
を

声
に
出
し
気
合
を
入
れ
て
、
優
勝
す
る
と
い
う

強
い
気
持
ち
を
も
っ
て
の
ぞ
み
ま
し
た
。す
る

と
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
て
ペ
ア
に
な
っ
て
く
れ
た

友
達
の
力
に
も
助
け
ら
れ
、
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ぼ
く
に
と
っ
て
こ
の
本
は
大
切
な
宝
物
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
本
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
人
は
読
め

ば
、
弱
い
自
分
か
ら
強
い
自
分
に
変
わ
れ
る
と

思
い
ま
す
。自
分
の
経
験
と
比
べ
な
が
ら
読
ん

で
み
る
と
、
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
の
本

を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
読
ん
で
ほ
し
い

で
す
。こ
れ
か
ら
も
自
分
の
弱
さ
を
強
さ
に
変

え
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

書
名

　
　『
修
造
流
・
逆
転
の
発
想
法
』松

岡

　修
造

　著

（
寸
評
）

　
著
者
で
あ
る
松
岡
修
造
さ
ん
の
言
葉
か
ら
、い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
感
じ
、考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
よ
う
で
す
ね
。「
緊
張
を
自
分
の
力
に
変
え
る
こ

と
を
自
分
で
見
つ
け
る
」「
自
信
を
持
つ
た
め
に
は
、

努
力
と
で
き
る
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
」と
い
う
こ

と
を
胸
に
刻
み
、出
場
し
た
大
会
で
見
事
優
勝
し
た

こ
と
は
、
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
、
す
ば
ら
し
い

経
験
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。読
書
と
自
分
の
経
験
を
上

手
に
ま
と
め
た
、説
得
力
の
あ
る
す
ば
ら
し
い
読
書

感
想
文
で
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
最
優
秀
作
品
に
つ
い
て
も
、来
月

以
降
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

※
児
童
の
学
年
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
た
令
和

３
年
度
当
時
の
も
の
で
す
。
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第46回児童生徒
読書感想文コンクール

　児童生徒読書感想文コンクールに、多くの優秀な作品が寄せられました。

　先月に引き続き、最優秀作品を紹介します。
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人
と
熊
は
仲
間

川
湯
小
学
校

　宮
﨑

　翔
大
さ
ん

ぼ
く
の
お
じ
い
ち

ゃ
ん
は
、
猟
師
で
す
。

害
獣
を
撃
ち
、
さ
ば

い
て
、
毛
皮
や
内
臓

（
モ
ツ
）
を
売
り
ま

す
。主
に
シ
カ
を
撃
ち
ま
す
が
、
年
に
一
回
ぐ

ら
い
は
熊
を
撃
ち
ま
す
。ぼ
く
の
家
の
物
置
に

は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
仕
事
で
撃
っ
て
き
た
シ

カ
を
入
れ
る
箱
が
あ
り
、
ぼ
く
の
自
転
車
が
そ

の
す
ぐ
横
に
と
め
て
あ
り
ま
す
。た
ま
に
、
自

転
車
に
シ
カ
の
血
や
毛
が
つ
い
て
い
た
り
し

て
、「
い
や
だ
な
あ
」
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
シ
カ
や
熊
は
、
ぼ
く
に
と
っ
て
は
身
近
で

す
。ま
わ
り
の
友
達
は
「
熊
は
こ
わ
い
」
と
言
い

ま
す
が
、
ぼ
く
は
熊
の
こ
と
を「
美
味
そ
う
」と

思
い
ま
す
。そ
れ
に
大
き
く
、
日
本
一
強
く
、
頭

が
よ
く
、
時
速
五
十
㎞
の
早
さ
で
走
れ
る
こ
と

も
知
っ
て
い
ま
す
。熊
は
お
く
び
ょ
う
で
別
に

こ
わ
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。で
も
、
熊
に
襲
わ
れ

た
と
い
う
話
を
聞
き
、
皆
は「
こ
わ
い
」と
言
い

ま
す
。な
ぜ
熊
は
人
を
襲
っ
た
り
す
る
の
か
。

そ
こ
で
ぼ
く
は
『
人
は
熊
と
友
達
に
な
れ
る
の

か
』と
い
う
本
を
読
ん
で
み
ま
し
た
。

　
こ
の
本
は
、
人
と
野
生
の
熊
が
共
に
生
き
て

い
く
た
め
努
力
し
て
い
る
人
達
の
取
り
組
み

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。野
生
の
熊
が
人
を
襲
う

と
い
う
事
件
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
原
因
は
二

つ
で
す
。一
つ
目
は
熊
の
生
き
ら
れ
る
森
が
減

っ
て
い
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
人
の
不
注
意
で

ゴ
ミ
を
残
し
、
熊
を
お
び
き
よ
せ
て
い
る
こ
と

で
す
。人
が
熊
を
お
び
き
よ
せ
、
熊
が
人
を
襲

い
、
熊
が
殺
さ
れ
ま
す
。そ
れ
を
な
く
し
、
人
と

熊
は
友
達
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　
こ
の
本
で
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
人
の
住
ん

で
い
る
所
に
出
て
き
た
熊
を
鉄
の
お
り
に
入

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。そ
の
後
熊
に
、
熊
の
嫌
が

る
ス
プ
レ
ー
を
か
け
て
、
熊
を
山
に
返
し
ま

す
。こ
の
よ
う
に
、
殺
さ
ず
に
熊
に
教
え
る
取

り
組
み
が
、心
に
残
り
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
も
う
一
冊
、『
し
れ
と
こ
の
き
ょ
う

だ
い
ヒ
グ
マ
・
ヌ
プ
と
カ
ナ
の
お
は
な
し
』
を

読
み
ま
し
た
。観
光
客
が
捨
て
た
お
菓
子
の
味

を
覚
え
た
ヌ
プ
が
、
最
後
に
は
銃
で
撃
た
れ
て

し
ま
う
の
で
、
熊
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま

し
た
。こ
の
本
を
読
み
、
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
い
る
知
床
で
も
、
熊
が
結
構
殺
さ
れ

て
い
る
の
だ
と
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
道
徳
の
時
間
に
、
熊
は
森
を
育
て
て
い
る
こ

と
を
教
わ
り
ま
し
た
。熊
の
排
泄
物
に
は
木
の

種
が
そ
の
ま
ま
入
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
ま
た
実

り
、
熊
が
食
べ
、
ま
た
育
て
る
を
く
り
返
し
て

い
ま
す
。熊
は
秋
に
大
量
の
鮭
を
食
べ
、
そ
の

食
べ
残
し
を
森
に
運
ん
で
木
の
成
長
を
う
な

が
す
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、
森
が
な

く
な
ら
な
け
れ
ば
、
熊
は
自
分
た
ち
で
、
人
と

関
わ
ら
ず
に
生
き
て
い
け
た
の
で
す
。そ
の
森

を
う
ば
っ
た
人
間
は
、
木
を
植
え
て
、
熊
と
一

緒
に
森
を
育
て
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
熊
は
人
と
友
達
に
な
れ
る
の
か
？
ぼ
く
は

「
な
れ
な
い
」
と
思
い
ま
す
。友
達
と
い
う
の
は

「
仲
良
し
」
と
い
う
こ
と
で
す
。お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
熊
と
の
関
係
を
見
て
も
、
や
は
り
、
仲
良
し

に
は
な
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。で
も
、
仲
良
し

で
は
な
く
「
仲
間
」
に
な
ら
な
れ
る
と
思
い
ま

す
。仲
間
と
は
、
同
じ
北
海
道
に
、
偶
然
同
じ
時

代
に
生
ま
れ
た
生
き
物
ど
う
し
と
い
う
こ
と

で
す
。ぼ
く
た
ち
人
間
は
、
熊
が
育
て
て
い
る

森
の
恵
み
を
も
ら
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。同
じ

「
仲
間
」と
し
て
、
熊
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

書
名

『
人
は
ク
マ
と
友
だ
ち
に
な
れ
る
の
か
』

太
田

　京
子

著

『
し
れ
と
こ
の
き
ょ
う
だ
い
ヒ
グ
マ

　ヌ
プ
と

　カ
ナ
の
お
は
な
し
』あ

か
し

　の
ぶ
こ

作
・
絵

（
寸
評
）

　
猟
師
を
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
が
い
て
、動
物
た
ち

を
と
て
も
身
近
に
感
じ
る
経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ

書
く
こ
と
の
で
き
る
文
章
だ
と
思
い
ま
し
た
。自
分

の
疑
問
や
、
周
り
と
は
違
う
考
え
を
、
本
を
読
む
こ

と
で
解
決
し
よ
う
と
し
、し
っ
か
り
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。熊
と「
仲
良
し
」に
は
な
れ
な
い

け
れ
ど
、「
仲
間
」に
な
ら
な
れ
る
と
い
う
宮
﨑
さ
ん

の
最
後
の
考
え
に
も
と
て
も
共
感
で
き
る
感
想
文

で
し
た
。こ
れ
か
ら
も
自
分
の
考
え
を
大
切
に
し
な

が
ら
、素
敵
な
本
と
出
会
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

小
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　町内に民間賃貸住宅などを建設、リフォームなどを行う方に対し

て、建設費用の一部を助成します。この制度は、多様なニーズに対

応した良質な賃貸住宅などの建設を促進し、町民の住環境の向上お

よび移住・定住の促進を図るための制度です。

問い合わせ先／役場建設課建築係☎４８２‐２９４１（課直通）

『弟子屈町民間賃貸住宅建設等促進事業
助成制度』事業者を募集します

●「民間賃貸住宅等」とは
　 　貸借人が賃貸人との契約に基づいて入居する住宅、従業員宿舎で町内に居住する個人または事業所を置く

法人が、個人または法人が雇用する従業員との契約に基づいて入居するため所有する住宅です。

　◇申請受付期間／７月29日㈮まで

　◇助成額／•住戸専用面積1平方㍍あたりの助成金の額は2万円

　　　　　　•1戸あたりの限度額100万円

　　　　　　•1棟あたりの限度額1,000万円

　　　　　　• 建設に伴う既存建築物の解体は工事請負契約額の50％以内（限度

額100万円）

　　　　　　•リフォームは１戸あたり事業対象経費の10％以内（限度額20万円）

　　※申請が予算額に達した段階で募集を終了します。

令和
４年度

問い合わせ先／役場観光商工課商工振興係☎４８２‐２９４０（課直通）

　　町には、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者に対する各種支援制度があります。
【経営継続支援事業】

▼固定費支援事業／ １月～３月のある1カ月の売り上げが、平成30年２月以降の同月の売り上げに比べ２割以
上減少した事業者に対し、経営継続に必要な固定費の３カ月相当分（上限15万円）を支援し
ます。

▼酒類提供停止加算／酒類卸売事業者および運転代行事業者は、上記の固定費支援に一律10万円を加算します。

▼第三者認証奨励事業／ 北海道が推進する同制度の認証を受けた飲食店に、一律２万円を支給します
【新型コロナウイルス経済対策融資】

　令和２年度実施の新型コロナウイルス経済対策融資の償還が厳しい中小企業の借り換えを支援します。
【弟子屈町産業等振興補助金】

　まん延防止等重点措置終了後の経済対策として、以下の事業を実施します。
▶てしかがふるさと割クーポン追加発行事業
▶てしかが誘客推進事業／誘客のためのキャンペーンやイベント、広告宣伝に係る費用を支援します。

【復興チャレンジ補助金】
　事業計画を提出した小規模事業者を対象に、店舗の改修や売上向上の取り組みに係る費用の補助を通して、「稼
ぐ力」の強化を支援します。
▶補助金額／対象経費の３分の２（20万円上限）
※令和２年度に事業継続補助金を受給していない事業者が優先となります。

ご不明な点はお問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症に関する
経済対策制度のご案内

事業主の皆さんへ
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　町では、「弟子屈町観光振興計画」を策定しました。豊かな自然
や人々の暮らしを守り続ける「弟子屈町らしい持続可能な観光」の
指針の共有と実現に向けた取り組みを促進することを目的としてい
ます。町民と行政が共通認識を持つことで、実現に向けさまざまな
取り組みを進めていきます。
　観光は「総合産業」と言われています。経済・社会基盤が脆

ぜいじゃく

弱化
する社会で雇用を生み出し、経済社会の発展の重要な役割を担う産
業です。宿泊業や飲食業はもちろんのこと、農業、水道やガス、運
送業、交通事業者などあらゆる産業への波及効果が大きく、全ての
産業のけん引役となることが期待されています。
　本計画は、地元の関係事業者に加えて、町民すべての心に残り、
また訪れる人の共感を生みたいと考え策定しました。
　「持続可能な観光」を実現するためには、豊かな自然を守るだけ
ではなく、環境・社会経済・文化が共にバランスよく発展していく
ことが重要です。それは一人ひとりの日々の取り組みから始まるも
のです。
　本計画では、マネジメント、社会経済、文化、環境の４つの分類
に分けて、14の基本施策と26のアクションプランを記載しています。
１つ１つのアクションプランには、今日からできる「町民アクショ
ン」を記載し、日々取り組める行動を提示しています。ぜひ、下記
QRコード、もしくは町公式ホームページからご覧ください。
　本計画の策定作業に携わった、町民や事業者の皆さん、貴重なご
意見やご提案をいただいた皆さんに感謝申し上げます。
　来月号以降も、観光振興計画に関する記事を掲載します。ぜひ、
計画書をご覧頂き、町民の皆さんと行政で一緒にこの計画を進めて
いきましょう。

つづける

つなぐ

つたえるつくる

１. 自然と人の共生をバラ
ンスよくつづけよう

２. 再発見した弟子屈の魅
力を訪れた人々につた
えよう

３. 守ることと遺すことで
弟子屈の価値を次世代
につなごう

４. 挑むことと生み出すこ
とで新しい弟子屈の価
値をつくろう

行動指針

行きたいまちへ、
生きたいまちへ。
行きたい行きたい
スローガン

弟子屈町 観光振興計画を策定しました!

問い合わせ先／役場観光商工観光振興係☎４８６‐７７３１（課直通）

リンク先　役場HP▶  https://www.town.teshikaga.
hokkaido.jp/material/files/group/9/
teshikagakankoshinkokeikaku.pdf
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人槽区分 補助上限額

５ 900,000円

７ 1,150,000円

10以上50以下 1,530,000円

店名 住所(弟子屈町) 電話番号

㈱熊谷工務店 高栄４丁目４番28号 015-482-1941

鋼管建設工業㈱ 美里４丁目１番20号 015-482-4217

㈱近藤建設 鈴蘭２丁目１番11号 015-482-1060

㈱大栄電業 泉４丁目10番３号 015-482-2677

㈲服部水道工務店 摩周１丁目２番１号 015-482-1066

㈱協和建設 高栄１丁目２番２号 015-482-2369

町では、本年度も浄化槽設置費用の一部について、補助金を交付します。

【補助の対象・内容】
衛 町が定めた弟子屈町公共下水道事業計画区域を除く地域で

あること。
衛自らが居住または居住しようとしている建物で処理対象人

員が50人槽以下の浄化槽であること。
衛町内に住所を有していて、町税などを滞納していないこと。
衛浄化槽工事業の登録または届出をしている町内の排水設備

指定店が施工するもの。 ※別表１参照
衛補助の対象となる費用は、浄化槽本体に係る工事費用のみで

すが、トイレ・屋内の排水設備費用などについては、住宅建設
促進事業の対象となり併用する事が出来ますので、詳しくは担当課（役場建設課☎４８２-２９４１【課直通】）
までご相談ください。

※ 単独浄化槽から合併浄化槽へ転換する場合は、
単独浄化槽の撤去費用に対して、9万円を上限
額とし、上記の補助上限額に加算します。

【申請手続き】

▼受付期間／４月８日㈮～10月31日㈪まで

▼受付場所／役場水道課設計係

▼申請方法／ 補助金の交付申請については、「弟子屈町合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付規則」に基づく各
書類提出が必要です。

　　　　　　　 補助金の交付決定を受ける前に工事を開始すると、補助金は交付されません。工事を行う前に、必ず
役場水道課にお問い合わせください。詳しい提出書類などをご説明します。

　※本年度の補助金は予算の範囲内で交付しますので、年度途中で終了する場合があります。

合併処理浄化槽設置整備事業

申し込み・問い合わせ先／役場水道課設計係☎４８２‐２９４２（課直通）

問い合わせ先／役場税務課納税係☎４８２‐２９１４（課直通）

合併処理浄化槽設置のための補助を行っています

放流管工事
（補助対象外）

排水設備工事など
（補助対象外）

浄化槽設置工事
（補助対象）

放流管 浄化槽本体

送気管

ブロア（送風機）

流入管
汚水ます

別表１【指定工事店】 別表２【補助上限額】

「Yahoo!公金支払い」サービス終了に伴うクレジット納付の終了について

　３月をもって、「Yahoo！公金支払い」サービスが終了しました。これに伴い、令和４年度はクレジットカ
ードを利用した町税などの納付はできません。たいへんご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願
いします。

●口座振替 ●役場や支所、金融機関などでの窓口納付 ●コンビニエンスストアでの納付
　令和５年度より新たなサービスの提供を予定しています。詳細が決まり次第、改めて町公式ホームペ
ージや広報紙でお知らせします。

令和４年度の納付方法
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ご利用くださいご利用くださいご利用ください 空き家バンク・人財バンク 空き家バンク・人財バンク 空き家バンク・人財バンク
　町で実施している「空き家バンク制度」「人財バンク制度」を紹
介しています。
　３月24日現在、「空き家バンク」で募集している空き家物件は３
件（売買３件）。今月は「登録番号68物件」を紹介します。
　「人財バンク」に登録されているのは、個人登録５人、団体登録
９団体。今月は団体登録番号２「摩周サッカースポーツ少年団」
を紹介します。
　それぞれの詳しい内容は、町公式ホームページに掲載していま
す。ご覧いただき、ぜひ、ご活用ください。

▼空き家バンクホームページ
　 https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/kurashi/kurashi_

tetsuzuki/sumai_seikatsu/1/1658.html
▼人財バンクホームページ

　 https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/kurashi/soshikiichiran/
kyoikuiinkai_shakaikyoikuka/jinzaibank/996.html

空き家バンク 人財バンク

　　　　　　　　空き家バンク／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）
　　　　　　　人財バンク／教育委員会社会教育課社会教育係☎４８２‐２９４８（課直通）
問い合わせ先／

▼氏名／摩周サッカースポーツ
　　　　少年団

▼分野／ 学術・文化・芸術・スポーツ

▼ＰＲ／サッカーを通じ、勝利のために努力する
ことや、より高度な技術、フェアプレー精神と
周囲への感謝の念を持って活動することを目
的としています。いつでも体験・見学大歓迎で
す！※中学生は
「FCS INFINITY」
（釧路管内の中学
生）として活動
しています。

人財バンク
団体登録番号２

空き家バンク
登録番号 68▼場所／弟子屈町川湯温泉６丁目

　　　　71番地34

▼建物／木造２階建て
　　　５LDK

▼建築年／1997年
          (平成９年)

▼価格／1,600万円

チャンネル登録は
こちら！

皆さんからの
おもしろ企画の提案

取材情報も
お待ちしています！

弟子屈町公式チャンネル便りVol.01
2022年 4月

先月の知っとこニュース

【てしかがで働く】
お宿欣喜湯・別邸忍冬編

ー3月 10日更新ー

◎てしかがで働く
アナウンサーとしての取材力を生かし、
川上隊員が町内の働く現場を徹底取材！
魅力だけではなく、課題や現実も
しっかりお伝えしていきます。

[概要 ]
コロナ禍でも川湯温泉再生へ向け挑戦を続ける
川湯ホテルプラザ・榎本社長。
川湯温泉が好きでチャレンジ精神のある人材を
求めています。

※弟子屈町商工会の就職氷河期支援事業
　により制作された動画です。

その他のおすすめ動画

弟子屈高校クッキング部が牛乳を使った
デザートレシピを考案

[超貴重 ]屈斜路湖の結氷を見に行こう《摩周☆スノーランド》花火に込められた想い

問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策
調整係☎４８２-２９１３（課直通）

おもしろ企画の提案
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「臨時特別給付金」を給付しています
住民税非課税世帯などの皆さんへ

給付金の支給額：１世帯当たり10万円
対象となる世帯と申請方法：①と②のいずれかにあてはまる世帯が支給対象です

問い合わせ先／役場福祉課地域福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

①令和３年度住民税均等割が非課税の世帯
　支給対象と思われる世帯には、２月14日付けで「確認書」を郵送しました。まだ確認書を提出していない
方は必要事項を記入し、５月13日㈮までに返信してください。

②令和３年１月以降の収入が減少し「住民税非課税相当」の収入となった世帯（家計急変世帯）
　給付金を受け取るには、申請が必要です。本人確認書類、振込先の通帳やキャッシュカード、源泉徴収票
や給与明細などをご準備のうえ、お問い合わせください。
▶申請期間／９月30日㈮まで
※収入の種類は、給与、事業、不動産、年金です。
※住民税非課税世帯（上記①）として、すでに支給された方は対象外です。
※ 住民税非課税相当とは、世帯員全員のそれぞれの年収見込額（令和３年１月以降の任意の１か月収入

×12倍）が住民税均等割非課税水準以下であることを指します。
　（例） 住民税非課税となる年間給与収入の目安／単身の場合：93万円以下、本人と子（１人）の場合138

万円以下、本人と配偶者と子（１人）の場合168.3万円以下　　　　　　
※ 新型コロナウイルス感染症の影響ではない収入減少により給付を申請した場合、不正受給（詐欺罪）

に問われる場合があります。

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

町では、ごみの不法投棄やポイ捨てから自
然環境を守り引き継いでいくため、「自然
の番人宣言」を行っています。

COOL
CHOICE
COOL
CHOICEエコの

すすめ

　地域の清掃活動や道路などの公共の場所をボランティアで清掃して
出たごみは申請することで、無料で処分できます！
　清掃活動に必要なごみ袋の配布も行っています。

ごみ処理手数料「無料」・ごみ袋の配布を実施！ 清掃活動の際などぜひ
ご利用を!

美留和処理場の５～６月の営業につい
て、ご不明な点があれば、役場環境生活
課環境係までお問い合わせください。

ごみは分別し、決められた場所に出しましょう。
不法投棄は犯罪です！

～法律により、５年以下の懲役または1,000万以下の罰金が科せられます～

５～６月の間、美留和処理場は、
第１・第５日曜日も開場しています！

◆営業時間
●平日　月曜～金曜(祝祭日含む）

　　９時 ～ 16時まで
●土曜、第２・４日曜日

　　（５月～６月は第１・第５の日曜日）
　　９時 ～ 正午まで

★事前に申請の手続きが必要になります★
　・申請対象／自治会・ボランティアで清掃を行う団体・企業
　・申請時期／随時
　・ 申請方法／役場環境生活課窓口・ 川湯支所

　　　　　窓口までお越しください。
　・ ごみ袋の配布／必要な枚数をお渡しします

ので申請時にお知らせください。
■ 詳しくはお問い合わせください。

春の一斉清掃が始まります!
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歯
周
疾
患
検
診
の
対
象
と
受
診
場

所
を
拡
充
し
ま
し
た
！

　
従
来
の
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
に
加
え
、
歯

周
疾
患
に
な
り
や
す
い
妊
婦
も
対
象
に
追
加

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
合
健
診
を
受
診
さ
れ
る
方
が
同

日
に
歯
周
疾
患
検
診
を
受
診
で
き
る
日
程
を

設
け
ま
し
た
。
ご
希
望
の
方
は
秋
の
健
診
に

な
り
ま
す
が
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
７
月

頃
に
広
報
チ
ラ
シ
で
も
ご
案
内
し
ま
す
。

お
た
ふ
く
の
予
防
接
種
の
助
成
を

し
ま
す
！

　
お
た
ふ
く
（
流
行
性
耳
下
腺
炎
）
は
、
難

聴
の
原
因
に
も
な
る
感
染
症
で
す
。
予
防
接

種
で
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　
対
象
は
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
間
で
、

助
成
回
数
は
１
回
で
す
。
対
象
者
に
は
案
内

を
郵
送
し
ま
す
が
、
希
望
す
る
方
は
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
知
ら
せ
】

〇
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
全
国
的
に
不
足
し
て
い
た
日
本
脳
炎
ワ
ク

チ
ン
で
す
が
、
徐
々
に
流
通
が
確
保
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。
接
種
の
延
期
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
方
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
、
必
要
な
方
と
今
ま
で
案
内
を
控
え
て
い

た
方
に
個
別
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
　
〇
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
個
別
案
内
が
再

開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
接
種
機
会
を
逃

し
て
し
ま
っ
た
平
成
９
年
度
〜
平
成
17
年
度

生
ま
れ
ま
で
の
女
性
を
対
象
に
案
内
予
定
で

す
。
本
来
の
定
期
接
種
の
対
象
者
に
も
、
予

診
票
を
同
封
し
て
案
内
し
ま
す
。

〇
特
定
不
妊
治
療
費
が
保
険
適
用
に
な
り
ま
す

　
令
和
4
年
度
か
ら
、
人
工
授
精
な
ど
の

「
一
般
不
妊
治
療
」、
体
外
受
精
・
顕
微
授
精

な
ど
の
「
生
殖
補
助
医
療
」
が
保
険
適
用
と

な
り
、
今
ま
で
の
北
海
道
の
助
成
と
町
の
助

成
は
終
了
し
ま
す
。

　
経
過
措
置
と
し
て
、
年
度
を
ま
た
ぐ
１
回

の
治
療
に
つ
い
て
は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
釧
路
保
健
所
健

康
推
進
課
保
健
係
（
☎
０
１
５
４
‐
６
５
‐

５
８
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　「令和５年４月１日までに65・70・75・80・85・90・95・100歳になる方」お
よび「満60歳以上65歳未満で⑵の条件に該当する方」が対象です。過去に
1回でも接種している方は対象になりません。

　⑵ 満60歳以上65歳未満のうち、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能または
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する厚生労働省
令に定める方。

２． 助成回数／１回接種　ただし、過去に１回でも接種している方は対象
になりません。

３． 実施医療機関／摩周厚生病院・布施医院・弟子屈クリニック・美里クリ
ニック・川湯の森病院

４． 自己負担額／70歳以下～2,000円　75歳以上～1,000円
５． 申し込み方法／予防接種を希望する方は、役場に申し込みの上、各医

療機関で予約をしてください。
６． 申込締切／令和５年３月10日㈮　町民であることと年齢の確認でき

る保険証など提示してください。
※ 65歳の方は初めての助成になりますので、個別で案内します。

１．助成対象者
　⑴下表の生年月日の方

対象年齢 生年月日
65歳 1957(昭和32)年４月２日～1958(昭和33)年４月１日
70歳 1952(昭和27)年４月２日～1953(昭和28)年４月１日
75歳 1947(昭和22)年４月２日～1948(昭和23)年４月１日
80歳 1942(昭和17)年４月２日～1943(昭和18)年４月１日
85歳 1937(昭和12)年４月２日～1938(昭和13)年４月１日
90歳 1932(昭和７)年４月２日～1933(昭和 8)年４月１日
95歳 1927(昭和２)年４月２日～1928(昭和 3)年４月１日
100歳 1922(大正11)年４月２日～1923(大正12)年４月１日

令和４年度 高齢者肺炎球菌予防接種助成の実施
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感謝の気持ちを伝える手紙と花を親に手渡す（3/1　弟子屈高校）

笑顔で写真に（3/15　弟子屈中学校）

卒業証書を受け取り笑顔（3/15　弟子屈中学校） 在校生や保護者に拍手で見送られ退場（3/15　川湯中学校）

学校生活の思い出を語る（3/18　川湯小学校）

校長先生から卒業証書が（3/24　弟和琴小学校）

色とりどりの紙吹雪でお見送り（3/18　弟子屈小学校）

笑顔で６年間を振り返　る（3/24　美留和小学校）

３月１日の弟子屈高校を皮切りに

町内小・中学校で卒業式、保育園・認定こども園で卒園式が行われました

　今年の卒園児・卒業生は

保育園・認定こども園が37人、小学校36人、中学校48人、高校26人です

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、式典の一部が省略されたり、

参加者が制限されるなどの対応がありましたが、

式を終えた卒園児・卒業生は希望を胸に思い出いっぱいの校舎を後にしました

※川湯保育園・認定こども園ましゅうは、編集スケジュール上、写真を掲載できないことをご了承ください。

22広報てしかが 2022.4

卒業生30人がよろこびの言葉を披露（3/18　弟子屈小学校）

見送りの中、息の合った踊りを披露（3/18　川湯小学校）

感謝の気持ちを伝える手紙と花を親に手渡す（3/1　弟子屈高校）

凛々しい姿で卒業証書を受け取る（3/1　弟子屈高校）

式後に記念撮影（3/15　川湯中学校）

小学校生活最後の校歌斉唱（3/24　和琴小学校）

共に過ごした仲間と一緒に（3/24　美留和小学校）

校長先生から卒業証書が（3/24　弟和琴小学校）

笑顔で６年間を振り返　る（3/24　美留和小学校）

今日まさに

巣立ちの時
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問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）

　令和３年５月に着任。観光を通じた地域活性化を目指し、町の製品やサービスを全国的
に広めるための仕組み作りをしています。
　プロモーション力の向上に町民の視点を活かそうと、観光事業に携わる方などにお話を
聞いたり、さまざまなフィールドワークに参加。また、川湯温泉ブランド化事業として、
散策コースの造成などに携わりました。今後は北海道アウトドアガイドなどの資格取得を
目指しながら、引き続きプロモーションの活動を支援していきます。

　令和３年９月に着任。持続可能な観光地域づくりの推進・普及のための活動をしています。
　町が有する自然資源や地域での取り組みを把握しようと、施設・資源の視察や地域活動に
取り組みました。また、「持続可能な観光地向け」の国際基準や日本の基準について知るため
に各種研修に参加しました。今後は、研修などで学んだ知識と「持続可能な観光地向け」の日
本基準を用いて策定された「弟子屈町観光振興計画」に基づき、弟子屈らしい持続可能な観光
地のあり方を模索していきます。

　令和３年９月に着任。観光を通じた地域活性化を目指し、町の製品やサービスを全国的
に広めるための仕組み作りをしています。
　摩周湖観光協会の支援として、「弟子屈なび」のＳＮＳ運営や弟子屈フォトコンテストの
運営に携わり、主に情報発信に取り組みました。また、弟子屈町振興公社と協力し地場産
品のＰＲ、硫黄山の噴気孔を活用した町民向けイベントの考案なども行いました。今後も
観光地としての発信・くらしの発信を続けていきます。

●出身／神奈川県 ●活動／観光プロモーション・マーケティング活動支援員

●出身／山梨県　●活動／ＳＤＧｓ推進活動支援員

浦
うらやま

山 夏
か ほ

帆 さん ●出身／神奈川県 ●活動／観光プロモーション・マーケティング活動支援員

育児休暇取得中の隊員

生
いきなが

永 絵
え み こ

美子さん
令和２年６月に着任

　福祉活動包括支援員として、福
祉領域の課題解決に向けた活動を
しています。

ベースラー・パスカルさん
令和２年５月に着任

　エコツーリズム活動支援員とし
て、地域にある特色を活かしたま
ちづくり活動を行っています。
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 観光
プロモーション

 観光
プロモーション

 ＳＤＧｓ
推進
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地域おこし協力隊活動報告会
弟子屈町公式
YouTube
チャンネル

弟子屈町

　弟子屈町地域おこし協力隊活動報告会が３月18日、役場委員会室で開催されました。
　町では現在９人の隊員が活動しています（うち２人は育児休暇取得中）。
　令和３年度の７人それぞれの活動と、令和４年度へ向けた抱負を報告しました。
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、町民の皆さんに直接報告できませんでしたが、今年

度の活動報告は町公式ユーチューブチャンネルでも見ることができますので、ぜひご覧ください。

令和元年４月に着任。地域資源を活かした新たな特産品の開発のための活動を行っています。
　弟子屈産チーズを扱うカフェの開業のため、チーズ製造を形にするべく、チーズ作りに専
念。週に１度のペースでフレッシュチーズの試作に取り組みました。町で栽培しているブド
ウ「山幸（やまさち）」をジャムにしチーズと組み合わせたり、チーズを使ったお菓子の試作も
行いました。今後もチーズ作りに専念し、安定した製品を製造できるよう技術取得に取り組
んでいきます。

令和２年10月に着任。地域のイメージ向上やブランドの確立のための活動を行っています。
　町公式ユーチューブチャンネルを運営し、弟子屈町公式ニュースなど125本を超える動画
を作成し、町の魅力を伝えました。個人としても、活動拠点とする中古物件のリフォーム、法
人設立のための活動を行いました。
　テレビ番組にも多数出演し、弟子屈町の名前を全国へ広げました。今後はシティプロモー
ション活動のほか、移住定住に関する官民連携の架け橋となるための活動や、空き家調査の
実施など町内の空き家問題に取り組んでいきたい。

　令和３年11月に着任。地域資源を活かした地場産品（果樹）の普及・開発のための活動を
行っています。
　既存のハウスマンゴーについての管理支援と、ハウスレモンや香酸かんきつ類の実証栽培
を行いました。マンゴーは約900樹の実態把握と作業・管理の標準化、レモンや香酸柑橘類は
24樹定植準備を行いました。今後はマンゴーの栽培技術支援と、香酸かんきつ類の品種比較
を通し、太陽や温泉熱を活かした地場産品化に取り組んでいきます。

　令和３年４月に着任。地域のイメージ向上やブランド確立のための活動を行っています。
　町公式ユーチューブチャンネルを運営し、主に取材・撮影・編集を担当。技術取得のため150
箇所以上の取材へ赴きました。
　個人の活動としても、コワーキングスペースの設立準備や、映像製作教室を実施しました。
　今後は、町の魅力を今までと異なる角度から伝えていくとともに、町民の皆さんが参加でき
るトーク番組を新たに始めるなど、地域と協力して繋がれる活動をしていきます。

●出身／帯広市　●活動／特産品開発支援員

●出身／宮城県　●活動／シティプロモーション活動支援員

特産品
開発

シティ
プロモーション

地場
産品栽培
普及
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●出身／北広島市 ●活動／地場産品（果樹）栽培普及支援員

●出身／茨城県 ●活動／シティプロモーション活動支援員



「ふるさと納税」返礼品協力事業者を募集します
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問い合わせ先／役場まちづくり政策課ふるさと納税推進係☎４８２‐２９２３（課直通）

　町では、まちの価値向上や魅力を積極的に伝えるとともに、本町を応援していただ
ける方を増やすことを目的に、現在の返礼品を更に充実させるための協力事業者を募
集します。
　返礼品はモノだけではなく、宿泊、体験などのサービスも可能ですが、応募条件が
あります。事前に町公式ホームページをご覧になるか、下記問い合わせ先までご連絡
ください。
　応募される場合は以下の日時までに「応募用紙」をまちづくり政策課まで提出して
ください。

※採用の可否は「ふるさと納税返礼品審査会」で決定します。

※ 既に返礼品協力事業者になられている方はあらためての応募は不要です。ただし、返礼
品を変更・追加される場合は変更・追加分の応募をお願いします。

●応募用紙配布場所　・役場まちづくり政策課、川湯支所、摩周湖観光協会

・町ホームページからダウンロード

希望者にはメールで様式を送信しますので、ご連絡ください。

●応 募 受 付 日 時 　４月14日㈭正午までメールで送信してください

送信先メールアドレス／ furusato_teshikaga@town.teshikaga.hokkaido.jp

◆試験区分／大学卒
◆受験資格／ 平成６年４月２日～平成13年４月１日生まれで、大学卒業およ

び卒業予定者の方
▽令和５年４月の町村職員新規採用予定者数／下の表のとおり

◆一次試験
　•日 時／７月10日㈰　　
　•会 場／ 釧路センチュリーキャッスルホテル（北海道釧路市）※参議院議員選挙投票日によって試験会場

が変更となる場合があります。
　•合格発表／８月８日㈪（釧路管内各町村役場および釧路町村会に掲示）
◆ 受付期間／ ４月15日㈮～６月３日㈮まで（月～金曜日の９時～17時まで。土・日曜日・祝日は受け付けません）。

郵送の場合は６月３日まで消印有効です。
　※受験手続きなど、詳細はお問い合わせください。
　　町公式ホームページ（https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/）にも受験手続きなどを掲載します。

受け付け・問い合わせ先／役場総務課職員係☎４８２‐２９１２（課直通）
　　　　　　　　釧路町村会☎０１５４‐４３‐０６４９

釧路管内町村職員採用資格試験（大学卒）のお知らせ

町村名 釧路町 厚岸町 浜中町 標茶町 弟子屈町 鶴居村 白糠町 合計
一般事務＜大学卒＞ 1人 2人 1人 1人 2人 1人 3人 11人

専門職

各町村計 1人 2人 1人 １人 ２人 1人 3人 11人

　令和４年度釧路管内町村職員の採用資格試験（大学卒）が行われます。
　短大卒・高校卒対象の採用資格試験は７月にご案内する予定です。
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自衛官募集ホームページ

http://www.mod.go.jp/gsdf/
jieikanbosyu/

６月１日㈬
～

11月11日㈮

７月１日㈮
～

10月５日㈬

７月１日㈮
～

10月12日㈬

18歳以上33歳未満の方（32歳の方は
採用予定月１日から起算して３月
に達する日の翌月の末日現在、33
歳に達していない方）

令和４年度採用の自衛官などを募集します
募集種目 募集人員

幹部候補生

大学卒業程度
【参考】令和３年度

陸　約156人（うち女子 約21人）

海　約 72人（うち女子 約15人）

空　約 51人

応募資格 受付期間（締切日必須） 試験日 合格発表日 入隊・入校 待遇・その他

一般
大学院卒業

【参考】令和３年度
陸　約11人
海　約６人
空　約２人

22歳以上26歳未満の方
（ 20歳以上22歳未満は大学卒業（見
込み含む）、修士課程修了者など
（見込み含む）は28歳未満）

修士課程修了者など（見込み含む）で、
20歳以上28歳未満の方

①４月14日㈭まで
②６月16日㈭まで
（飛行要員を除く）

【参考】令和３年度
陸　約13人
海　約９人
空　約６人

専門の大学卒業（見込み含む）で20歳
以上30歳未満の方
（薬剤科は20歳以上28歳未満の方）

歯科
薬剤科

①１次　４月23日㈯・24日㈰
　２次　５月27日㈮
　　　　　　～６月２日㈭
　３次（海・空飛行要員）
　（海）６月23日㈭～27日㈪
　（空）７月16日㈯
　　　　　　～８月４日㈭

②１次 ６月25日㈯
　２次 ８月１日㈪～７日㈰

①１次　４月23日㈯
　２次　５月27日㈮
　　　　　　　～６月２日㈭
②１次　６月25日㈯
２次　８月１日㈪～７日㈰

①１次 ５月20日㈮
　２次（海・空飛行要員）
 　（海）６月16日㈭
 　（空）６月20日㈪
 最終
　（陸）７月８日㈮
　（海）７月15日㈮
　（空）８月26日㈮
②１次７月22日㈮
　最終９月22日㈭

①１次　　 ５月20日㈮
　最終 （陸）７月８日㈮
   　（海・空）７月15日㈮
②１次　　 ７月22日㈮
　最終　　 ９月22日㈭

令和５年３月中旬
～４月上旬

入隊後、約１年で３
等陸・海・空尉
（ 大学院卒業者試験
合格者は２等陸・海・
空尉）

歯科は入隊後約６週
間で２等陸・海・空尉
薬剤科は入隊後約１
年で２等陸・海・空尉

【参考】令和３年度
陸　約４人
海　約５人
空　約３人

医師・歯科医師の免許を取得した方医科・歯科幹部
①６月24日㈮
②11月18日㈮

①７月29日㈮
② 12月23日㈮

２等陸・海・空尉以上
で採用（経験年数な
どにより異なる）

① ６月10日㈮まで
②８月１日㈪
　　～10月28日㈮

①９月下旬～10月上旬

② 令和５年３月下旬

　　　　～４月上旬

【参考】令和３年度
海　約４人
空　約15人

大卒以上の方で、応募資格に定め
られた学部・専攻学科などを卒業
後、２年以上の業務経験のある方

技術海上・技術航空幹部 ６月20日㈪

７月29日㈮

３等海・空尉以上で
採用（経験年数など
により異なる）

５月20日㈮まで

９月下旬以降

【参考】令和３年度
海　約19人
空　約８人

20歳以上で国家免許資格を取得し
た方など

技術海曹・技術空曹 ６月17日㈮

３等海・空曹以上海・
空曹長までで採用（免
許資格・年齢などによ
り異なる）

９月下旬以降

【参考】令和３年度
海　約74人（うち女子 若干人）

空　約72人

海　 高校卒業（見込み含む）か高等専
門学校３年次修了（見込み含む）
で18歳以上23歳未満の方

空　 高校卒業（見込み含む）か高等専
門学校３年次修了（見込み含む）
で18歳以上21歳未満の方

航空学生

１次　９月19日㈪
２次　10月15日㈯～20日㈭
３次　
 海 11月18日㈮～12月14日㈬
 空 11月12日㈯～12月15日㈭

１次　10月７日㈮
２次
　（海）11月９日㈬
　（空）11月４日㈮
最終
　令和５年１月17日㈫

入隊後、約６年で３
等海・空尉

７月１日㈮
～

９月８日㈭

令和５年３月下旬
～４月上旬

【参考】令和３年度
陸約4,000人（うち女子 約500人）

海約1,500人（うち女子 約250人）

空　約  850人

18歳以上33歳未満の方（32歳の方は
採用予定月の末日現在、33歳に達
していない方）

一般曹候補生

①１次　５月20日㈮～29日㈰
　２次　６月17日㈮
　　　　　　　～７月３日㈰
②１次　９月15日㈭～18日㈰
　２次　10月８日㈯～23日㈰
※いずれか１日を指定されます

①１次　６月10日㈮

　最終　７月22日㈮

②１次　10月３日㈪

　最終　11月15日㈫

入隊後２年９カ月経
過以降、選考により
３等陸・海・空曹

【参考】令和３年度
陸　約3,054人
海　約  646人
空　約1,450人

男子

受付時または各自衛隊地方協
力本部のホームページにてお

知らせ
試験時にお知らせ

所要の教育を経て、
３カ月後に２等陸・海・
空士に任用。陸（技術
系を除く）は１年９カ
月、陸（技術系）・海・空
は２年９カ月を１任
期として任用（以降２
年を１任期）

年間を通じて随時

令和５年３月下旬
～４月上旬

　 上記のほかに設
定する場合があ
ります。

【参考】令和３年度
陸　　約750人
海　　約110人
空　　約150人

女子

自衛官候補生

【参考】令和３年度
人文・社会科学専攻

約30人（うち女子 約10人）

理工学専攻
約120人（うち女子 約20人）

推薦 ９月24日㈯・25日㈰ 10月28日㈮

９月５日㈪
～

９日㈮

令和５年４月上旬

防衛大学校
学生

高校卒業（見込み含む）か高等専門学
校３年次修了（見込み含む）の18歳以
上21歳未満で、成績優秀かつ生徒
会活動などに顕著な実績を修め、
学校長が推薦できる方

【参考】令和３年度
約50人（うち女子 約５人）

（ 人文・社会科学専攻、理工学
専攻合わせて）

総合選抜
　１次　９月24日㈯
　２次　10月29日㈯・30日㈰

１次　10月14日㈮
最終　11月24日㈭

高校卒業（見込み含む）か高等専門学
校３年次修了（見込み含む）の18歳以
上21歳未満の方（自衛官は23歳未満）

【参考】令和３年度
人文・社会科学専攻

約60人（うち女子 約10人）

理工学専攻
約220人（うち女子 約25人）

一般
１次　11月５日㈯・６日㈰
２次　12月６日㈫～10日㈯

１次　11月24日㈭
最終
　令和５年１月20日㈮

７月１日㈮
～

10月26日㈬

修学年限４年
卒業後、約１年で
３等陸・海・空尉

【参考】令和３年度
約85人

高校卒業（見込み含む）か高等専門学
校３年次修了（見込み含む）で18歳以
上21歳未満の方

防衛医科大学校
医学科学生

　１次　10月22日㈯
２次　12月14日㈬～16日㈮

１次　12月１日㈭
最終
　令和５年１月31日㈫

修学年限６年
医師免許取得後、２
等陸・海・空尉

【参考】令和３年度
約75人

防衛医科大学校看護学科
学生（自衛官候補看護学生）

　１次　10月15日㈯
　２次　11月26日㈯・27日㈰

１次　11月11日㈮
最終
　令和５年２月３日㈮

修学年限４年
看護師免許取得後、卒
業後、約１年で３等
陸・海・空尉

【参考】令和３年度
約90人

推薦
令和５年

１月５日㈭～７日㈯
※ いずれか１日を指定されます

令和５年１月13日㈮
10月１日㈯

～
12月２日㈮

【参考】令和３年度
約260人

一般

１次　令和５年１月14日㈯・15日㈰
２次　令和５年１月26日㈭
　　　　　　　　　　　   ～29日㈰
※いずれか１日を指定されます

10月１日㈯
～

令和５年１月６日㈮

陸上自衛隊
高等工科学校

生徒

中学卒業（見込み含む）の17歳未満の
男子で、成績優秀かつ生徒会活動
などに顕著な実績を修め、学校長
が推薦できる方

修学年限３年
卒業後は陸士長
卒業後、約１年で３
等陸曹中学卒業（見込み含む）で17歳未満の

男子

１次
　令和５年１月20日㈮
最終
　令和５年２月９日㈭

【参考】令和３年度
陸・海・空　約16人

技術 12月３日㈯ 令和５年３月３日㈮貸費学生

大学の理工学部・工学部の３・４年次
または大学院（専門職大学院を除く）
修士課程在学（正規の修業年限を終
わる年の４月１日現在で26歳未満
（大学院修士課程在学者は28歳未
満））の方

４月分から正規の修
業年限を終わる月ま
で毎月54,000円貸与

①賃貸学生採用時
　期は４月上旬
②幹部候補生採用
　（入隊）時期は卒
　業（修了）する年
　の４月上旬

陸　約1,400人一般
　①４月11日㈪～17日㈰
　②９月25日㈰～10月10日㈪
※ いずれか１日を指定されます

①５月31日㈫
②11月９日㈬

① ４月８日㈮まで
② ６月１日㈬
　～９月16日㈮陸　約200人

海　約 20人
技能

18歳以上34歳未満の方
階級は指定しない
教育訓練召集手当
日額8,200円
所定の教育訓練修了
後、予備自衛官とし
て任用

18歳以上で国家免許資格などを有
する方（資格により年齢の上限は53
歳未満～55歳未満）

教育訓練の開始時
期は７月以降

予備自衛官補

自衛官募集ホームページ

http://www.mod.go.jp/gsdf/
jieikanbosyu/

※令和４年度の募集人員は、決定次第、自衛官募集ホームページなどでお知らせしますので、ご確認ください。
※ 薬剤科は、①学校教育法に基づく大学で正規の薬学の課程（６年制に限る）を修めて卒業した方（令和５年３月卒業見込みの方を含む）、②外国の薬学校を卒業または

外国の薬剤師免許を受けた方で厚生労働大臣が①と同等以上の学力と技術を有すると認定した方、③2006年度～2017年度に学校教育法に基づく大学に入学し４年
制薬学課程を修めて卒業し、学校教育法に基づく大学院で薬学の修士、または博士課程を修了し、厚生労働大臣が①と同等以上の学力と技術を有すると認定した方
に限ります。

※医科・歯科幹部、予備自衛官補は、第１回で採用予定数を採用した場合、第２回は実施しない場合があります。
※自衛官候補生の令和５年３月高等学校卒業予定者・中等教育学校卒業予定者の採用試験は、９月16日㈮以降に行います。
※貸費学生の学部は、理学部・工学部に類する学部も応募資格に該当する場合があります。詳しくは、お問い合わせください。
※応募資格欄の高校卒業には中等教育学校卒業者を含みます。
※応募資格年齢の起算日は募集種目ごとに異なりますので、採用要項または自衛官募集ホームページなどで確認してください。
※記載内容については変更される場合があります。変更事項については自衛官募集ホームページなどでお知らせしますのでご確認ください。

詳細はお問い合わせください。

　　  問い合わせ先／自衛官募集コールセンター☎０１２０‐０６３７９２（フリーダイヤル）年中無休　受付時間・正午～20時

① ５月10日㈫まで

② ７月１日㈮

　　～９月５日㈪

上記のほかに設定する場合があります。
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生涯学習だより
公
民
館
ふ
る
さ
と
講
座

「
原
野
紀
行
　
原
野
の
詩
人

　
更
科
源
藏
と
て
し
か
が
」

　
延
期
を
し
て
い
た
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。弟
子
屈
で
生
ま
れ
育
っ
た

詩
人
・
更
科
源
藏
氏
の
人
生
行
路
を

た
ど
り
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
／
４
月
26
日
㈫
18
時
30
分
〜

20
時

▼
場
所
／
町
公
民
館
講
堂

▼
講
師
／
秀
和
人
文
科
学
研
究
所
　

松
橋
秀
和
さ
ん

▼
対
象
・
定
員
／
町
民
の
方
・
20
人

▼
参
加
料
／
無
料

▼
申
込
締
切
日
／
４
月
21
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
／
町
公

民
館
☎
４
８
２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

　
昭
和
57
年
6
月
6
日
に
開
館
し
た

「
ア
イ
ヌ
民
族
資
料
館
」が
間
も
な
く

40
周
年
を
迎
え
ま
す
。

公
民
館
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

ア
イ
ヌ
民
族
資
料
館
が

40
周
年
を
迎
え
ま
す

　
こ
れ
を
記
念
し

て
、
三
重
県
松
阪
市

に
あ
る
「
松
浦
武
四

郎
記
念
館
」
や
、
白

老
町
の
民
族
共
生

象
徴
空
間
「
ウ
ポ
ポ

イ
」
か
ら
パ
ネ
ル
な

ど
の
資
料
を
お
借
り
し
、
企
画
展
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ア
イ
ヌ
文
様
の
刺
繍
を
施
し
た

「
マ
タ
ン
プ
シ
（
鉢
巻
）」
や
コ
ー
ス

タ
ー
な
ど
の
工
芸
品
や
地
場
産
品
を

毎
月
入
館
者
の
方
の
中
か
ら
抽
選
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

　
各
種
事
業
の
開
催
日
程
に
つ
い
て

は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
随

時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
開
館
期
間
／
４
月
10
日
㈰
〜
11
月

30
日
㈬
ま
で（
期
間
中
無
休
）

▼
入
館
料
／

•
個
人
料
金

　
　
大
人（
高
校
生
以
上
）４
２
０
円

　
　
小
人（
小
・
中
学
生
）２
８
０
円

•
団
体
料
金（
20
名
以
上
）

　
　
大
人（
高
校
生
以
上
）３
５
０
円

　
　
小
人（
小
・
中
学
生
）２
０
０
円

▼
体
験
料
／
ア
イ
ヌ
文
様
刺
繍
体
験

　
１
人
５
０
０
円

※
体
験
は
１
回
に
つ
き
２
人
ま
で
に

制
限
し
て
い
ま
す
。

❑
お
問
い
合
わ
せ
先
／
ア
イ
ヌ
民
族

資
料
館（
☎
４
８
４
‐
２
１
２
８
）

ミュージカル俳優として活躍されている山
崎育三郎さんの迫力ある歌声を生で聴いて
みませんか。

　
町
公
民
館
で
行
う
講
座
な
ど
に
参
加
す

る
際
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
の
た
め
、検
温
、消
毒
、マ
ス
ク

の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。中
止
の
場
合
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
S
N
S
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

開館当時のアイヌ民族資料館

お申込み・お問い合わせ
町公民館☎４８２－２３４０まで。

芸術鑑賞バス事業
「山崎育三郎LIVETOUR2022

-ROUTE36- 釧路公演」

▼日時／ ５月14日㈯
　　　　開場16時30分・開演17時30分　
　　　　（町公民館前バス15時出発）

▼場所／ コーチャンフォー釧路文化ホー
ル

▼チケット料金／全席指定８千８百円

▼対象・定員／町民の方・125人

▼申込締切日／４月22日㈮

　
令
和
3
年
度

弟
子
屈
町
ス

ポ
ー
ツ
表
彰
が

決
定
し
、
川
崎

未
愛
さ
ん
が
ス

ポ
ー
ツ
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
３
月
に
開
催

を
予
定
し
て
い

た
表
彰
式
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対

策
の
た
め
、中
止
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
弟
子
屈
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

▽
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

▼
川
崎
　
未
愛（
弟
子
屈
小
学
校
5
年
）

　
第
18
回
北
海
道
小
学
生
学
年
別
柔
道

　
大
会
に
お
い
て
第
３
位
に
入
賞
。

　
第
47
回
全
日
本
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン

グ
選
手
権
北
海
道
支
部
大
会
、
第
３
回

全
日
本
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
ジ
ュ
ニ

ア
選
手
権
北
海
道
支
部
大
会
が
、
12
月

に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

I
＆
M
バ
ト
ン
ス
タ
ジ
オ
の
森
田
由

菜
さ
ん
、三
上
柚
季
さ
ん（
弟
子
屈
高
校

３
年
）藤
原
湖
遥
さ
ん（
釧
路
江
南
高
校

２
年
）
坪
井
紗
愛
さ

ん
、
野
田
麻
奈
さ
ん
、

猿
田
心
夏
さ
ん
、
金

川
眞
千
さ
ん
、
三
上

葉
月
さ
ん
、
磯
里
美

空
さ
ん
（
弟
子
屈
中

学
校
２
年
）
が
出
場

し
優
秀
な
成
績
を
収

め
、
３
月
25
日
か
ら

大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

　
結
果
に
つ
い
て
は
、
広
報
て
し
か
が

５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
開
成
建
設
工
業

㈱
（
小
澤
慎
司
代
表

取
締
役
）
の
皆
さ
ん

が
３
月
10
日
、
町
営

球
場
の
除
雪
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
役
に
立

ち
た
い
と
、
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で

す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
け
が
や
事
故
は
付

き
物
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。万
が
一
に
備
え「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
」
に
加
入
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

▼
加
入
方
法
／
４
人
以
上
の
団
体
で
、

公
民
館
内
に
あ
る
加
入
申
込
書
を
提

出
し
申
し
込
み
ま
す
。

▼
保
険
対
象
期
間
／
４
月
１
日
〜
令
和

５
年
４
月
31
日

▼
保
険
料
／
一
般
的
な
保
険
料
は
、
高

校
生
以
上
１
千
８
５
０
円
、
中
学
生

以
下
８
０
０
円

※
種
目
や
活
動
内
容
な
ど
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

❑
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま

で

ス
ポ
ー
ツ
の
功
績
を
た
た
え

バ
ト
ン
で
全
国
大
会
出
場

小
さ
な
掛
け
金
・
大
き
な
保
障

ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
し
ま

せ
ん
か

地
域
の
役
に
立
ち
た
い

開
成
建
設
工
業
が
町
営
球

場
を
除
雪

これからの更なる活躍を期待

全国大会に出場した皆さん

重機を使用した丁寧な作業

28広報てしかが 2022.4

図 館書図 館書

ESHIKAGA

だ
よ
り

移動図書館（図書館バス）

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６
FAX４８２‐１６１７

開館日／火～金曜日　10時～18時
　　　　土・日曜日　10時～17時
休館日／ 月曜日・祝日・第４金曜日（祝日の場

合はその前日）・年末年始・図書整理日

toshokan@town.teshikaga.hokkaido.jp

新刊案内

　田舎暮らしに憧れ、
自然にあふれた里山に
残る古民家を手にいれ、
前の住人の膨大な生活
用品をただひたすら片
づける…。四季折々の
里山風景も添えた「田
舎暮らし系」YouTuber
の生活記です。

「
デ
ジ
タ
ル
資
産
投
資
Ｎ
Ｆ
Ｔ
が
よ
く
わ
か
る
本
」

松
村
　
雄
太
／
著

「
裏
道
を
行
け
」

橘
　
玲
／
著

「
お
仕
事
六
法
」

横
山
　
佳
枝
／
著

「
ち
ょ
っ
と
サ
ウ
ナ
行
っ
て
き
ま
す
」

岩
田
　
リ
ョ
ウ
コ
／
著

「『
パ
ス
タ
世
界
一
』
が
か
な
え
る
至
福
の
家

イ
タ
リ
ア
ン
」

弓
削
　
啓
太
　
／
著

「
あ
る
獣
医
師
の
ひ
と
り
ご
と
」

稲
田
　
聖
子
／
著

「
母
の
待
つ
里
」

浅
田
　
次
郎
／
著

「
砂
嵐
に
星
屑
」

一
穂
　
ミ
チ
／
著

「
な
か
よ
く
な
れ
る
か
な
」今

井
　
福
子
／
作

「
大
ピ
ン
チ
ず
か
ん
」鈴

木
　
の
り
た
け
／
作

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

里山のシイナ／著

☆
図
書
館
バ
ス
の
停
車
場
所
と
停
車
時

間
を
変
更
し
ま
し
た

　
毎
週
木
曜
日
に
町
内
を
巡
回
し
て
い
る

図
書
館
バ
ス
の
コ
ー
ス
の
停
車
場
所
を
一

部
変
更
し
ま
し
た
。

•
Ａ
コ
ー
ス「
美
羅
尾
ヶ
丘
会
館
」が
Ｂ
コ

ー
ス
に
移
動
し
、
新
し
く
「
川
湯
中
学

校
」へ
巡
回
し
ま
す
。

•
Ｂ
コ
ー
ス「
奥
春
別
交
流
セ
ン
タ
ー
」を

廃
止
し
、「
美
羅
尾
ヶ
丘
会
館
」へ
巡
回

し
ま
す
。

　
両
コ
ー
ス
と
も
に
、
停
車
時
間
も
変
更

し
て
い
ま
す
の
で
、
利
用
す
る
際
は
巡
回

表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
巡
回
表
は
図
書
館
窓
口
・
図
書
館
バ
ス

で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
町
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ご
利
用
の
際
は
、
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
今
月
の
休
館
日
／
４
日
㈪
・
11
日
㈪
・
18

日
㈪
・
22
日（
金
・
図
書
整
理
日）

・
25
日

㈪
・
29
日（
金
・
昭
和
の
日
）

里山のシイナの
ほぼ片づけ日記

Ａコース　運行日／４月７日㈭･21日㈭
　　　　　　　　　５月12日㈭･26日㈭

Ｂコース　運行日／４月14日㈭･28日㈭
　　　　　　　　　５月19日㈭

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう ９:00～10:00

弟子屈小学校 10:10～10:40
和琴小学校 12:40～13:00
屈斜路コタン 13:10～13:25
川湯支所 13:55～14:15

川湯の森病院 14:20～14:50
川湯温泉駅前 15:00～15:20
川湯中学校 15:30～16:00

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう ９:00～10:00

美留和小学校 10:20～10:50
川湯保育園 11:10～11:30
川湯支所 11:40～12:00
川湯小学校 13:00～13:30

美羅尾ヶ丘会館 14:30～15:00
老人ホーム倖和園 15:15～16:00

おはなしはらっぱ ☆特集展示☆ボランティア
活動

☆
特
集
展
示「
あ
な
た
に
花
を
」

　
雪
も
と
け
て
暖
か
く
な
り
、
し
だ
い
に

春
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。や
は
り

春
と
い
え
ば
花
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
こ
と

で
、今
回
は「
花
」を
テ
ー
マ
に
、い
ろ
い
ろ

な
本
を
集
め
て
み
ま
し
た
。

　
あ
な
た
に
合
っ
た
花
が
見
つ
か
り
ま
す

よ
う
に
！

▼
期
間
／
４
月
１
日
㈮
〜
30
日
㈯

▼
展
示
場
所
／
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

☆２日／ 「とうさんまいご」「ぐりとぐら」「はらぺこ
あおむし」

☆12日／ 「うずらちゃんのかくれんぼ」「おおきなかぶ」
「あさえとちいさいいもうと」

☆16日／「おにぎり」「おんなじおんなじ」
　　　　「きょだいなきょだいな」
☆23日／ 「あおくんときいろちゃん」「あかたろうの

１・２・３の３・４・５」「だるまちゃんとてん
ぐちゃん」

☆30日／ 「おでかけのまえに」「こぐまちゃんのどろ
あそび」「３じのおちゃにきてください」

テーマ『パパ♡ママの幼児時代の人気絵本Vol.2』
〇
布
絵
本
そ
よ
か
ぜ
活
動
日

12
日
㈫

〇
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日

15
日
㈮

時間／13時～　　場所／町図書館
※新型コロナウイルス感染拡大防止対策により変更になる場合があります。



カメ
ラスケッチ

行く行く行く行く行く行く行く行く行く行く!!!!!!行く!!
このページは皆さんからの情報で
作られています。どのような
情報でもすぐにかけつけ
ます。お気軽にご連絡

ください。

ま
ち
づ
くり政策課政策調整係 ☎４８２

-２９
１３

（
課
直
通
）

広報マンが

QRコードから町公式ユーチューブチャンネルでもご覧いただけます。
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　弟子屈高校（濵村隆康校
長）クッキング部の生徒に
よる乳製品の消費拡大に向
けた取り組みが、２月24日、
同校で行われました。

　新型コロナウイルス感染症の影響により需要が減少する
牛乳の消費拡大のため、町から依頼を受け実施されたもの。牛
乳を使うメニューを部員６人で考案し、当日はアイスクリー
ムや白玉、ガトーショコラなどを手作りし、それらを盛りつけ
たパフェづくりに挑戦しました。
　藤原小桜部長は「こういった取り組みに協
力できてよかった。乳製品消費拡大に繋がれ
ば嬉しい」と話しました。

完
成
し
た
パ
フ
ェ
を
披
露

乳製品をおいしく消費

牛乳たっぷりのパフェ作りに挑戦｜弟子屈高校

　えこまち推進協議会
（会長・德永町長）のアー
ト部会（今井善昭部会長）
主催による「極寒芸術祭」
が２月２日から３月３日
まで開催されました。　

　アートイン極寒藝術伝染装置周辺などで世界各国の現代
アート作家による多くの芸術作品を展示。町内外から1,200人
以上の方が訪れました。２月10日には弟子屈ロータリークラ
ブ（辻谷智之会長）との共同事業として、こども園ましゅう

（鈴木幸榮園長）で芸術体験ワークショップを開催。卒園を控
えたぞう組の園児31人が素焼きのカップに絵付けをし、自由
な創作を行い世界でたった一つのカップをつくりました。

極寒の中芸術に触れる

「12th極寒芸術祭。2022Teshikaga」が開催
真
剣
に
説
明
を
聞
く
園
児
た
ち

  　㈱丸栄組（氣仙英二代
表取締役）の皆さんが、２
月25日、川湯温泉街を通
る道道屈斜路・摩周湖畔
線（52号）沿線の排雪を行
いました。
　観光地として安全に道

路を利用できるようになってほしいという思いから、地域
貢献活動として実施されたもので、10人が参加。道路を狭め
ていた雪山がダンプトラックによって運ばれ、安全に通行
できるようになりました。作業を見守っていた住民の方は

「バスと車が行き交うのもたいへんになっていたので、とて
も助かる」と話していました。

重
機
を
使
い
手
際
よ
く
作
業

地域の役に立ちたい

㈱丸栄組の皆さんが地域貢献

　「弟子屈町複合型地域観光交
流拠点施設整備運営事業」公募
型プロポーザル選考委員会（石
井吉春委員長）の第１回会議が
２月24日、町公民館で開催され
ました。同委員会では、令和４

年度に公募を行う中心市街地に整備される複合施設の設
計・運営事業者の選考に関わる公募要領や要求水準書など
の内容について話し合われます。町外に住む委員は遠隔会
議システムでの参加となりましたが、北海道大学公共政策
大学院客員教授の石井吉春氏を委員長を選任。德永町長か
ら委員会に諮問書が交付されました。石井委員長は「事業者
をしっかり選定していきたい」と話しました。

諮
問
書
を
受
け
取
る
委
員

てしかがの未来の中心市街地に向けて

中心市街地再構築事業の選考委員会を開催

２月24日

２月25日 ２月24日

２月10日

令和３年度玉川大学
との共同研究成果報告
会が２月10日、町公民館
講堂で行われ、德永町
長、岩原教育長ら、関係
者など15人が参加しま
した。

　今年度も昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染症拡大
防止対策のため、９人の学生がそれぞれの研究成果について
オンライン会議システムを利用し報告しました。
　学生らによる町内の野生生物や、釧路川・屈斜路湖に生息
している魚類などの生態や生息環境などについての報告に、
参加者は熱心に耳を傾けていました。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
究
の
成
果
を
発
表

森や川での研究成果を報告

玉川大学との共同研究成果報告会

２月10日

北海道警察官募集中
～やりがいも魅力もでっかいどう～

実施日／４月20日㈬
場　所／町公民館

弟
子
屈
警
察
署

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
▼
▼

優良講習～11：30
一般講習～13：00
違反講習～９：00
初回講習～14：30

詳しくは、弟子屈警察署にお問い合わせください。

自動車運転免許の
更新時講習のご案内

※ 講習は、警察署で免許更新の手続き
を済ませた後に受講してください。

弟子屈警察署
所在地交番
☎４８２‐２１１０

川湯駐在所
☎４８３‐２１５１

弟子屈警察署ホームページ　　https://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/00ps/teshikaga-syo/

交番だより　令和４年４月号

《運動期間》
４月６日㈬～15日㈮の10日間

《運動重点》
　① 子どもを始めとする歩行者の安全確保
　② 高齢運転者などの安全運転の励行
　③ 自転車の安全利用の推進
　④ 全ての座席のシートベルトの着用
　⑤ 飲酒運転の根絶

～通学路　速度を落とす　思いやり～

春の全国交通安全運動

30広報てしかが 2022.4

道内全域で、街の規模を問わず、「還付金詐欺」被害が多発しています。犯人は、役所（役場）
の職員を名乗り「還付金があるのでＡＴＭで手続きを」などとうその電話をしてきます。閉庁日（休
日）や閉庁時間帯（夕方）に電話をかけてくることも多く、閉店時間帯で無人となった金融機関の
ＡＴＭに誘導してきます。ＡＴＭでお金を受け取る手続きはできません。不審な電話は相手にせず、
すぐに電話を切りましょう。

「老人ホームに入居したい人がいる。名義を貸して」との電話を受け承諾したが、その後別の
者から、「名義貸しは犯罪だ」などと不安をあおられ、トラブルを回避するための費用として、
数百万円を宅配便で送付してだまし取られる被害が発生しています。

道内各地で、同様の電話を多数確認しており、中には「（老人ホームに入居したい他人に）名
義を貸すことでお金がもらえるが、利用実績が必要でお金を預ける必要がある」などと言われる
電話も確認されています。

老人ホームの入居権について突然電話？

役所（役場）から還付金の電話？

「老人ホームの入居権」「還付金・払戻金・ＡＴＭ」と
電話で言われたら、詐欺です。すぐに電話を切って、
警察署か警察相談電話#9110に相談してください。

地 域 安 全 ニュース
令和４年４月発行　第295号

弟子屈地区防犯協会連合会

☎４８２‐２１１０（弟子屈警察署内）
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税
理
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

法
律
の
問
題
に
つ
い
て
心
配
事
が
あ

る
と
い
う
方
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
／
４
月
23
日
㈯
　
13
時
〜
16

時（
相
談
時
間
は
１
人
30
分
）

▼
場
所
／
町
公
民
館
１
階
会
議
室

▼
相
談
例
／
借
金
、
離
婚
、
相
続
、
交

通
事
故
、
労
災
、
ご
近
所
ト
ラ
ブ

ル
、賃
貸
借（
土
地
・
ア
パ
ー
ト
・
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
）、そ
の
他
法
律
問

題
▼
申
込
方
法
／
４
月
20
日
㈬
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。定

員
に
達
し
次
第
、
受
付
を
終
了
し

ま
す
。

❑
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
環

境
生
活
課
生
活
係
☎
４
８
２
‐

２
９
３
４（
課
直
通
）ま
で
。

二
酸
化
炭
素
排
出
実
態

統
計
調
査
を
実
施

　
環
境
省
で
は
、
平
成
29
年
か
ら
全

国
１
万
３
千
世
帯
を
対
象
に
「
家
庭

部
門
の
二
酸
化
炭
素
排
出
実
態
統
計

調
査
」を
行
っ
て
い
ま
す
。町
で
も
令

和
４
年
度
調
査
に
向
け
、
調
査
協
力

の
依
頼
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
方
は
調
査
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
調
査
員
は
必
ず
調
査
員
証
を
掲
示

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

怪
し
い
と
感
じ
た
場
合
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
環
境
省
地
球
環

境
局
総
務
課
脱
炭
素
社
会
移
行
推

進
室
☎
０
３
‐
５
５
２
１
‐

８
２
４
４
ま
で
。

財
務
専
門
官
・
労
働
基

準
監
督
官
採
用
試
験

▼
受
験
資
格
／

①
財
務
専
門
官
／
平
成
４
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方
。も
し
く
は
、平
成
13
年
４

月
２
日
以
降
生
ま
れ
た
方
で
、
大

学
・
短
大
・
高
専
を
卒
業
し
た
方
お

よ
び
令
和
５
年
３
月
ま
で
に
大

学
・
短
大
・
高
専
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
方
。

②
労
働
基
準
監
督
官
／
平
成
４
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
方
。も
し
く
は
、平
成
13

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
た
方

で
、
大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び

令
和
５
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
方
。そ
の
他
人

事
院
が
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
方
。

▼
受
付
期
間
／
４
月
４
日
㈪（
受
信
有

効
）ま
で
。

▼
申
込
方
法
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

込
（https://w

w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

）

▼
第
１
次
試
験
日
／
６
月
５
日
㈰

❑
問
い
合
わ
せ
先
／

①
財
務
専
門
官
／
財
務
省
北
海
道
財

務
局
人
事
課
人
事
係
☎
０
１
１
‐

７
０
９
‐
２
３
１
１（
内
線
４
２
５

　
２
）ま
で
。

②
労
働
基
準
監
督
官
／
北
海
道
労
働
局

総
務
部
総
務
課
人
事
第
一
係
☎

０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１（
内

線
３
５
１
１
）ま
で
。

釧
路
短
期
大
学
で
学
び

ま
せ
ん
か

　
釧
路
短
期
大
学
で
は
、
単
位
取
得

や
条
件
に
よ
り
免
許
・
資
格
取
得
が

で
き
る「
科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生
」

と
、
く
し
ろ
せ
ん
も
ん
学
校
と
実
施

す
る
「
保
育
士
資
格
取
得
特
例
来
講

座
」・「
幼
稚
園
教
諭
免
許
取
得
特
例

講
座
」
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
受
講
条
件
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
／

①
科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生
／
４
月

15
日
㈮
ま
で

②
保
育
士
資
格
取
得
特
例
講
座
／
５

月
31
日
㈫
ま
で

③
幼
稚
園
教
諭
免
許
取
得
特
例
講

座
／
〈
前
期
〉４
月
15
日
㈮
ま
で
・

〈
後
期
〉９
月
30
日
㈮
ま
で

❑
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先
／

①
・
③
／
釧
路
短
期
大
学
☎

０
１
５
４
王
５
１
２
４
ま
で
。

②
／
く
し
ろ
せ
ん
も
ん
学
校
☎

０
１
５
４
王
３
１
９
５
ま
で
。

●  今月の休館日
（４､５､11､12､18､19
   24､25､26日）

● 10時～17時（水・木・金・土・日）

● 小・中・高校生／無料
● 一般／550円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

川湯屋内温水プールからのお知らせ
☎４８３‐２０７２

４月

開館時間休館日

利用料

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

◇日時／15、22日 10時30分～11時15分

水中運動教室（一般成人）

◇日時／⑭、㉑、㉘日 10時30分～11時15分

※○は送迎バスあり（９時20分　公民館前発）

水中ジョギング教室（一般成人）

◇日時／13、20、27日 10時30分～11時15分

親子水泳教室

◇日時／15、22日 19時～19時45分

幼児水泳教室（町内在住の幼児４～５歳まで）

◇日時／16､ 30日 10時30分～11時10分

小学生水泳教室（町内在住の新規小学生対象）

◇日時／16､ 30日 11時～11時45分

小学生水泳教室（町内在住の小学生対象）

◇日時／16､ 30日 11時～正午

フリー教室（町内在住の方）

◇日時／13～17日、20～23日、27・28 ･ 30日

13時30分～15時

※ 今後の新型コロナウイルス感染症対策の状況に
応じて、各教室の変更および中止とする場合があ
りますので、ご了承ください。

※開館時間　・ 10時～17時（水・木・土・日曜日）正午～
13時まで換気および消毒のため閉館

・ 10時～20時（金曜日）正午～13時まで
換気および消毒のため閉館
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生活情報をみなさんにお知らせ!

インフォメーション

福
祉
の
湯
の
利
用
対
象

者
を
一
部
拡
大

町
社
会
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
場
・

川
湯
福
祉
の
湯
は
「
65
歳
以
上
の
方
」

「
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
」

「
ひ
と
り
親
世
帯
に
属
す
る
方
」
が
利

用
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
う
ち
利
用
条

件
「
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
」に
つ
い
て
、４
月
１
日
よ
り「
障
害

者
等
」に
変
更
し
、
広
く
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
々
も
利
用
で
き
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
場
に
つ

い
て
は
、
一
般
の
方
も
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
ご
利
用
の
際
に
１
回
２
百
円
で

入
浴
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
福
祉
課
地

域
福
祉
係
☎
４
８
２
‐
２
９
２
１

（
課
直
通
）ま
で
。

保
育
料
・
給
食
副
食
費

を
無
償
化
し
ま
す

　
町
で
は
、
令
和
４
年
度
よ
り
保
育

料
お
よ
び
給
食
副
食
費
を
無
償
と
し

ま
す
。

　
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用

し
て
い
る
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
行
い
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
社
会
の

実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
こ
ど

も
課
こ
ど
も
支
援
係
☎
４
８
２
‐

２
９
３
５（
課
直
通
）ま
で
。

町
民
農
園
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す

　
今
年
も「
町
民
農
園
」を
５
月
中
旬

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
の
で
、
利
用
者

を
募
集
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
交
流
の

場
と
し
て
、
気
軽
に
農
作
業
と
収
穫

の
喜
び
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
場
所
／
摩
周
３
丁
目
４
８
８
‐
８

▼
区
画
面
積
／
１
区
画
１
０
０
平
方

㍍（
23
区
画
）

▼
使
用
期
間
／
５
月
中
旬
〜
10
月
下
旬

▼
使
用
料
／
１
区
画
３
千
円（
年
間
）

▼
対
象
／
定
期
的
に
農
園
を
使
用
・

管
理
で
き
る
方
。

▼
募
集
期
間
／
４
月
１
日
㈮
〜
４
月

26
日
㈫

▼
申
し
込
み
方
法
／
役
場
農
林
課
・

川
湯
支
所
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
役
場
農
林
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
か
ら
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ

の
堆
肥
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
再
開

し
ま
す
。

※
民
家
の
近
く
を
通
る
た
め
、
車
で

来
園
す
る
方
は
徐
行
運
転
を
し
、

土
や
砂
を
巻
き
上
げ
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

❑
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
役

場
農
林
課
農
政
係
☎
４
８
２
‐
２

　
９
３
６（
課
直
通
）ま
で
。

弟
子
屈
町
男
女
共
同
参

画
計
画
を
策
定

町
で
は
、男
女
が
性
別
に
か
か
わ
り

な
く
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し

平
等
に
活
躍
で
き
る
社
会
を
形
成
す

る
こ
と
を
目
的
に「
弟
子
屈
町
男
女
共

同
参
画
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
前
回
計
画
の
内
容
に
加
え
、具
体
的

な
数
値
目
標
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す

る
内
容
を
追
加
し
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
計
画
期
間
／
４
月
１
日
か
ら
令
和

９
年
３
月
31
日
ま
で

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
ま
ち
づ
く

り
政
策
課
政
策
調
整
係
☎
４
８
２

‐
２
９
１
３（
課
直
通
）ま
で
。

無
料
法
律
相
談
会
を
開

催
し
ま
す

な
か
し
べ
つ
士
業
会
で
は
、「
無
料

法
律
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　
弁
護
士
や
司
法
書
士
が
常
駐
し
て

い
な
い
町
を
対
象
に
今
年
度
か
ら
隔

月
で
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、町
民
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
相
談
料
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
。

内
容
に
よ
り
司
法
書
士
、弁
護
士
、

４月　アリーナ一般開放日

文化センターガイド

◎＝全面 ○＝半面　　休＝休館日
（時間帯は18:00～21:00です）

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

　一般開放利用を希望する方は、当セン
ターにあらかじめお問い合わせください。

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
区
分
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
○ ◎ 休 ○ ◎ 休 ○

日 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
区
分
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
◎ 休 ○ ◎ 休 休

問い合わせ先

今月の主な行事予定
13日㈬･14日㈭ 釧路江南高等学校宿泊研修

15日㈮ 釧路湖陵高等学校宿泊研修

16日㈯ 釧路工業高等学校宿泊研修

21日㈮ 中標津高等学校宿泊研修
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　摩周駅の「みどりの窓口」の営業時間が 3 月 12 日のダイヤ改正から変更されています。
　発売停止時間は、摩周駅に列車が発着しない時間帯です。
　利用者の皆様にはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い致します。
▶営業時間／６:15 ～ 15:10
▶うち発売停止時間／
　６:40 ～７:30、10:30 ～ 11:30、13:10 ～ 14:30
※ 発売停止時間および営業終了後の近距離きっぷは「自動券売機」をご利用ください。

❑問い合わせ先／JR北海道摩周駅☎４８２-２０３０
　記事に関する問い合わせ先／役場まちづくり政策課地域振興室☎４８２-２９１３（課直通）

摩周駅「みどりの窓口」の営業時間が変更されています

入居者を募集します宅営町 住

注１　場合によって募集状況を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。
注２　各部屋の照明、給湯器、暖房器具など、必要に応じて入居される方が用意することになりますので、あらかじめご了承願います。
注３　みはらし台団地は断熱・ユニットバス化などリフォーム済です。

町役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じ
て決定します。
▶受付期間／４月１日㈮～８日㈮
▶受付窓口／役場建設課管理係・役場川湯支所
▶入居決定／条件を備えている方々から困窮度に応じて決定します。
▶入居時期／５月中旬～下旬の予定
▶入居敷金／住宅料の３倍の額（収入度で住宅料が変動します）、ただし緑団地単身者用は２倍の額
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。
公募対象住宅一覧表

団　地　名　・　構　造 建設年度 規　模 月額住宅料 月額共益費 戸 数 備　考

みはらし台団地（耐火中層・４階建） Ｓ52 ３ＤＫ 14,400～21,500円 110円 ２ 57.7㎡(３階)

緑団地（耐火中層・４階建） Ｈ３ ３ＤＫ 20,900～31,200円 540円 １ 71.6㎡(３階)

緑団地（耐火中層・４階建） Ｈ３ ３ＤＫ 21,100～31,400円 540円 １ 72.2㎡(４階)

緑団地※単身者用（耐火中層・３階建） Ｈ７ １ＬＤＫ 30,000円 930円 １ 47.4㎡(２階)

infomation

（広告）

0304_ 北海道 _弟子屈町広報誌 _相談会 h100w88_4c

125
(木)

135
(金)

145
(土)

美幌町マナビティーセンター
会議室

北見芸術文化ホール
（きた・アート21）　会議室

オホーツク・文化交流センター
（エコーセンター2000）研修室A

えらんで うみ×うみセール

▼期間／４月１日㈮～４月30日㈯　

▼実施内容
期間中、加盟店で500円以上のお買い物をされる
とスタンプを１つ押印します。違う２つのお店を
回りラリーを完成させると「うみ×うみクイズ」
への応募ができます。ラリー用紙にあるＡ枠、Ｂ
枠の「うみの生き物」をそれぞれ選び、加盟店へ
ご応募ください。

▼賞品

※内容について変更の場合がございますので詳しくは新聞折り
　込みなどチラシでご確認ください。

2022'
４月のイベント案内

協同組合  摩周湖スタンプ会協同組合  摩周湖スタンプ会 ☎４８２‐５７７０
弟子屈町商工会館内

☆ぴったり賞☆　当会が抽選した「Ａ枠」・「Ｂ枠」の
　　　　　　　　　　　　　　　「うみの生き物」と順序が同じ方に
　　　　　　　　　　　　　　　なんと！！15万円の商品券を進呈。
　　　　　　　　　　　　　　　当選者が多数の場合には、当選者数
　　　　　　　　　　　　　　　で均等割りします。
☆特　別　賞☆　ぴったり賞の「Ａ枠」・「Ｂ枠」の「うみ
　　　　　　　　　　　　　　　の生き物」のいずれかが同じ方の中
　　　　　　　　　　　　　　　から抽選で20名様に500円の
　　　　　　　　　　　　　　　お買物券を進呈。
☆ラッキー賞☆　いずれにも外れた方の中から抽選で
　　　　　　　　　　　　　　　50名様に100ポイントを進呈。
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「広報てしかが」に広告を載せませんか
　町内に事業所がある業者や、町内で活動している
団体などを対象に、広報紙への広告掲載を行ってい
ます。

▼広告１／縦49㎜×横88㎜＝１回につき3,000円

▼広告２／縦49㎜×横180㎜または縦100㎜×横88㎜
＝１回につき5,000円

❑ 申し込み・問い合わせ先／役場まちづくり政策課

　政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）まで。

巡回児童相談のお知らせ
　釧路児童相談所による巡回児童相談が今年度、町内で
３回開催されます。
　巡回児童相談は、児童相談所を利用することが困難な
地域の児童に関する相談について、市町村を巡回し助言
や指導を行うことを目的に開催されています。第１回を
ご希望の方は、４月18日㈪までに申し込みください。

▼日時（申込期限）

•第１回／５月24日㈫　10時30分～15時45分

（４月18日㈪）

•第２回／９月27日㈫ 10時30分～15時45分

（８月26日㈮）

•第３回／令和５年１月26日㈭　11時～15時15分

（12月26日㈪）

▼場所／こども発達支援センター

▼内容／療育手帳の取得（新規、更新）、発達相談

※ 人数調整が必要になることがあります。

❑ 申し込み・問い合わせ先／こども発達支援センター

　☎４８２‐３０９３まで。

仕事内容　客室清掃業務
　　　　　(チェックアウト後のお部屋をきれいにします)

時　　給　900円
勤務時間 9:00～14:00位
勤務日数　週4～5日、 シフト制
そ の 他　雇用保険加入、 交通費支給
☆家事や育児と両立しやすい
　人気の時間帯です
☆難しい作業はありませんので、
　未経験でもOK
☆月に一度休み希望を聞いてから
　シフトを作成いたします。

清掃スタッフ清掃スタッフ募集!!募集!!

KKRかわゆ
〒088-3465　弟子屈町川湯温泉1丁目２－15

☎（015）483-2643（担当：金井）
【電話受付時間】10時～20時

応募はこちら



Monthly ScheduleMonthly ScheduleMonthly ScheduleMonthly Schedule今月のこよみ
主な予定を掲載しています
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❑ 問い合わせ先／役場税務課 ☎４８２‐２９１４（課直通）まで。

　今月の町税などの納期限は次のとおりです。
　納め忘れのないようにしましょう。

▶軽自動車税／５月２日㈪

　日中、仕事などで役場に来られない方々のた
めに、次の日程で『夜間納税窓口』を開設します。
　ぜひ、ご利用ください。
▶開 設 日／４月27日㈬
▶開設時間／午後８時まで
▶開設場所／役場庁舎

４月の町税などの納期限 夜間納税窓口の開設

日 月 火 水 木 金 土

１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

昭和の日
■問い合わせ先／ 健康こども課☎482-2935 環境生活課☎482-2934 税務課☎482-2914 川湯保育園☎483-2537 子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

 ひなたぼっこ開放
「年齢 制限なし」
（子育て支援セン
タ ー・ ９ :30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

 おはなしはらっぱ
（図書館・13:00 ～
13:30）

 ひなたぼっこ開放
「午前０～１歳・午
後年齢制限なし」

（子育て支援セン
ター・９:30～11:30
／14:00 ～16:30）
 健 康相談（役 場・
10:00～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00～16:00）

 ひなたぼっこ開放
「午前１～３歳・午
後年齢制限なし」

（子育て支援セン
タ ー・ ９ :30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）
 ９・10カ月相談（福
祉センター・10:00
～）

 こども園・保育園
開放「遊んＤａｙ」（子
ども園ましゅう／川
湯保育園・10:00～）
 ひなたぼっこ移動
開放（川湯ふるさと
館・９:30～11:30）
 ひなたぼっこ開放

（子育て支援セン
タ ー・14:00 ～
16:30）【ど ちらも
年齢制限なし】

 親子遊び「絵本に
触れよう」（図書館・
10:30 ～ 11:30）【要
事前申し込み】午
後開放なし

 ひなたぼっこ開放
「年齢 制限なし」
（子育て支援セン
タ ー・ ９ :30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

 おはなしはらっぱ
（図書館・13:00 ～
13:30）

 屈斜路コタンアイ
ヌ民族資料館オー
プン（９:00 ～）

 総合健診（川湯農
村センター・６:00
～）
 ひなたぼっこ開放

「午前０～１歳・午
後年齢制限なし」

（子育て支援セン
ター・９:30～11:30
／14:00 ～16:30）
 健 康相談（役 場・
10:00～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00～16:00）

 総合健診（美留和
会館・６:00 ～）
 ひなたぼっこ開放

「午前１～３歳・午
後年齢制限なし」

（子育て支援セン
タ ー・ ９ :30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:00）

 総合健診（福祉セ
ンター・６:00～）
こども園・保育園
開放「遊んＤａｙ」（子
ども園ましゅう／川
湯保育園・10:00～）
 ひなたぼっこ移動
開放（川湯ふるさと
館・９:30～11:30）
 ひなたぼっこ開放

（子育て支援セン
タ ー・14:00 ～
16:30）【どちらも
年齢制限なし】

 総合健診（福祉セ
ンター・６:00～）
 ひなたぼっこ開放

「年齢制限なし」（子
育て支援センター・
９ :30 ～ 11:30 ／
14:00 ～16:30）

 総合健診（福祉セ
ンター・６:00～）
 ひなたぼっこ開放

「年齢 制限なし」
（子育て支援セン
タ ー・ ９ :30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

 おはなしはらっぱ
（図書館・13:00 ～
13:30）
 キッチン「みちくさ」

（福 祉センター・
10:00 ～）

 ひなたぼっこ開放
「午前０～１歳・午
後年齢制限なし」

（子育て支援セン
タ ー・ ９ :30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）
 健 康相談（役 場・
10:00～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00～16:00）

 ひなたぼっこ開放
「午前１～３歳・午
後年齢制限なし」

（子育て支援セン
タ ー・ ９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

 こども園・保育園
開放「遊んＤａｙ」

（子ども園ましゅう
／ 川 湯 保 育 園・
10:00～）
 乳児・３歳児・年
中児健診（福祉セ
ンター・９:15～）
 フッ素塗布（福祉
センター・９:30
～９：50）

 母親講座「子ども
の日制作」（10:00
～11:30）【要 事 前
申し込み】
 ひなたぼっこ開放

「年齢 制限なし」
（子育て支援セン
タ ー・14:00 ～
16:30）
 行政相談（公民館・
13:00～15:00）

 ひなたぼっこ開放
「年齢 制限なし」
（子育て支援セン
タ ー・ ９ :30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

 おはなしはらっぱ
（図書館・13:00 ～
13:30）

 ひなたぼっこ開放
「午前０～１歳・午
後年齢制限なし」

（子育て支援セン
タ ー・ ９ :30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）
 健 康相談（役 場・
10:00～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00～16:00）

 ひなたぼっこ開放
「午前１～３歳・午
後年齢制限なし」

（子育て支援セン
タ ー・ ９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

こども園・保育園開
放「遊んＤａｙ」（子
ども園ましゅう／川
湯保育園・10:00～）
 親子遊び「文化セ
ンターで遊ぼう」

（10:00 ～ 11:30）
【要事前申し込み】
午後開放なし
 夜間納税窓口開設

（役場／20:00まで）

 「ママのリフレッ
シュ・デー」（９:30
～11:30）【要 事 前
申し込み】
 ひなたぼっこ開放

「年齢 制限なし」
（子育て支援セン
タ ー・14:00 ～
16:30）

 おはなしはらっぱ
（図書館・13:00 ～
13:30）

問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２‐２９１２（課直通）

　４月１日、新年度の開始です。今回は、私たち防災情報係について紹介します。
　防災情報係は、町役場２階の総務課に所属しています。事務の内容は「弟子屈町事務分掌規則」で、①電子自治
体の推進に関すること、②総合情報システムに関すること、③電子データーの保護および管理に関すること、④情
報セキュリティに関すること、⑤防災計画および防災対策に関すること、⑥災害対策に関すること、⑦国民保護法
制に関すること、⑧空き家対策に関すること　と定められていますが、大きく「防災」と「情報」に分けられます。
　これらの事務のうち、皆さんに身近な防災の仕事について説明します。まず、皆さんの生活や安全を脅かしかね
ない、気象庁からの大雨などの「警報」、アトサヌプリ（硫
黄山）の噴火警戒レベルの悪化・他国の弾道ミサイル発射
などに対する速報を発信します。また、避難所の指定・維
持、食料・飲料水の備蓄など平素の備えも実施しています。
強風による倒木でご自宅が損傷した場合などには、保険金
を請求する場合などに必要な「罹

り

災
さい

証明書」を発行します。
　「降雪などで被害があった」「倒木が道路をふさいでいる」
「アトサヌプリの噴煙がいつもより多い」「近所の空き家が
崩れそう」「防災アプリの登録方法がわからない」「防災に
関する研修や講話を受けてみたい」など、皆さんの生活の
中で気になることがありましたら、防災情報係までご遠慮
なくお問い合わせください。お待ちしています。

弟子屈町防災情報係のご紹介

防災ワンポイントコーナー
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火　災   ２件
救　急   63件
（川湯支署含む）

☎４８２‐２０７３　☎４８３‐２２１６

３月９日までの災害状況

正常を知らせるメッセージまたは火災警
報音が鳴ります。音が鳴らない場合は電
池切れか故障の可能性があります。

違法なゴミ焼きやタバコのポイ捨ては野火発生
の原因となります。春先は空気の乾燥に加え枯草
が多く、一度火が付くと急激に拡大し、消火が困
難となってしまいます。不注意による火災の発生
をなくしましょう！

　春の火災予防運動期間中は、町内全域を対象に
広報車両による巡回広報を実施します！

ゴミ焼き・タバコのポイ捨て禁止

運動期間/4月20日㈬～30日㈯　～全国統一防火標語～

おうち時間　家族で点検　火の始末

令和４年　春の火災予防運動

　春先は空気が乾燥し、強い風が吹くことがあるため、ひとたび火災が発生すると被害が大きくなる可能性がありま
す。火災によって大切な命や財産が奪われることのないよう、一人ひとりが防火意識を高め、火災のない安心安全なま
ちを目指しましょう。火災が発生した際に、迅速に感知する住宅用火災警報器や初期消火に使用する消火器の点検を
日頃から行いましょう。

安全ピンは付いて
いるか？

消火器の点検項目消火器の点検項目

ホースに詰
まりやヒビ
割れはない
か？

全体に変形や
異常はないか？

容器にサビ
や変形はな
いか？

使用期限を
過ぎていな
いか？

キャップは
緩んでいな
いか？

圧力ゲージ
の圧力が規
定値内にあ
るか？

の圧力が規


